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情動の発生には、生物の必要条件が密接に関係している。多くの教科書には、情動は動物が生
きていくために必要な判断基準であると書かれている（1）が、生物は出発点から、生きるという
ことが大前提であり、生き残るためにあらゆる機能を進化させてきた。生物のすべての機能は生
き残るという方向性のために進化させてきたといっても過言ではなく、情動もまた必然性の結果
である。現在、地球上の哺乳類のすべてに程度の差はあれ、情動という機能が存在していると考
えられている。ということは単純ではあるが、逆の意味で情動がなければ進化上、生き残ること
ができなかったということになる。
さらに生物が生き残るためには子孫を残す機能も持っていなければならない（2）。地球上の生物
はDNA（デオキシリボ核酸）という遺伝の仕組みを獲得し、20億年もの間、この生命を延々と
持続させてきた。生物の種類はその時々の環境によって変化したが、DNAに書かれてきた生命
は、おそらく人間が途絶えたとしても続くに違いない。
地球上の生物は、時間に伴って大きく形態的変遷を遂げてきた。その説明として、ダーヴィン
の進化論の自然淘汰と性淘汰がある（3-5）。形態がどのような原理によって変化してきたかを説明
する理論で、現在のところ、これを大きく修正する意見は少なく、むしろ遺伝子科学の進展によっ
て補強されているのが実情である。
しかし、進化論を眺めても、どこにも情動・感情という言葉は出てこない。出てくるのは運動・
感覚系の進化であり、形態の進化である。行動の進化は形態からの推定であり、古代の環境が不
透明ではその詳細は分かりようがないが、歯が鋭敏にとがっていれば、他の動物を捕って食べて
いたに違いないと推定できる。化石や遺伝子の研究から系統発生のかなりのことが理解されてき
たが、残念ながら脳のソフトウエアに当たる部分はなかなか研究が進んでいない。
感情の起源に関して感情階層説（進化論的感情階層仮説）では、情動・感情は進化と共に原始
的なものからヒトの感情に変わってくる4層の階層性を持っていると提案されている（6,7）。最も
進化の初期のものは、身体と直結した快・不快の原始情動で、それをベースにした次の基本情動、
さらには群れをつくっての社会的感情と、ヒトに特異的な知的感情の4階層である。
原始情動や基本情動の起源や特性、社会的感情や知的感情の起源については別著で議論し
た（6,7）。その中で、社会的感情は、群れを形成するに必要な協力や競争などの社会的知性に関連
―21―
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した判断基準として定義された。この社会的感情は快や不快の原始情動や、恐れや嫌悪の基本情
動とも異なり、定義から他者の存在なくして成立しないものである。
しかし他者がいなければ発生しない社会的感情は、直感的に理解はされるが、なぜある動物は
集団を組まなければ生きていけなかったかを科学的に実証することは難しい。進化論の中には、
血縁淘汰の考え方があり（5）、自己の遺伝子の生き残りを優先的に配慮した場合、集団を形成する
有利性が証明されている。生物は・利己的・遺伝子を持ち、そのためには自己を犠牲にする利他
性をも持っていると考えられている（8）。さらに、進化論的に安定な戦略から集団の必然性が説明
されている（9）。しかしそこから社会的感情の必然性は証明されておらず、なぜ社会的感情や知的
感情が必要だったのか、その必然性について動物の進化を紐解き、原始情動から知的感情に至る
進化の道を再度考えてみたい（図1）。
１．動物の進化
１）真核細胞の発生
46億年の地球の歴史の中で、生命の誕生ほど、興味をわかせるドラマはないであろう。140億
年前にわれわれの宇宙がビックバンによって生まれ、冷えていく過程で多くの原子ができ、また
分子も作られていった。その分子の中には、水や酸素、炭素、さらにはアミノ酸など、地球上の
生物を構成している分子の少なくともいくつかは宇宙の中で誕生した（10）。
そして46億年前、われわれの銀河系の端のほうで、太陽系の地球が産声をあげ、宇宙の物質で
ある小惑星、チリなどが集積し地球という惑星ができた。その中には当然、宇宙で作られた多く
の分子が含まれ、冷えるに従って、海ができ、大気にも覆われた。海や大気の成分は現在と全く
異なっていたが、そのような環境の中で最初の生命が生まれた。われわれ人間は今日の科学でし
ても生命を創造することができないでいる。どのような偶然性や必然性によって生命が生まれた
かは依然謎であるが、現実に地球上に生命という存在がいるということは紛れもない事実である。
生命が原始の海から生まれてきたと考えると、最初の生物は、原始の海に含まれている無機物
福田正治/JLAS（vol.35,2007）21－34
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図1 情動・感情の進化
や有機物を利用し代謝反応を必要としないものであった。その資源を食い尽くしたとき、新しい
化学エネルギーを作り出すシステムが進化し、その一つとして嫌気性化学反応回路が作られた。
進化の圧力は、その種が増える方向にも減る方向にも平等に働くが、地球上に残っている生物
は、少なくとも種の増えるに適した機能と構造を持ったものになっている。大気や海中の炭素や
窒素を取り入れて安定した糖やアミノ酸などの有機物に変換するには複雑な化学反応と大量のエ
ネルギーを必要とする。ここに太陽から降り注ぐ光エネルギーを利用する光合成を営むバクテリ
ア、シアノバクテリアが出てきた（10）。これは地球の誕生から約20億年経ったころで、この生物
は水と空気と光だけで生きることができた。ついで光合成に関与する葉緑体が作られ、太陽エネ
ルギーを利用して、生物が生きていくのに必要なあらゆるたんぱく質、脂質、多糖類を合成でき
るようになった。葉緑体を有したバクテリアの海中での完成である。
別の系統の生物は、化学エネルギーを効率よく得るために、ミトコンドリアを取り入れ、酸素
を利用してエネルギー効率の改善を図った。また、この生物を食べることで間接エネルギーを得
ることを見つけた。ここに大きく植物性と動物性の大きな分岐点が生じた。
２）動物の発生
化学エネルギーを獲得する方法には地球上では二通りの方法が残っている。一つは太陽エネル
ギーを使って葉緑体で必要な栄養素を造ることで、この系統は植物として進化していった。もう
一つは、その植物を食べることによって化学エネルギーを得る方法である。これが動物の系統で、
さらに植物を食べる動物と、その動物を食べる動物の二通りの系に進化した。
進化の中で動物の食性までを言及して系統発生を論じたものは少ない。なぜなら化石として残っ
ているのは骨格であり、内臓ではない。食性を推定できるものは、歯、顎、口の大きさなどの形
態の化石である。多くの場合、動物が動物を食べるという仮定で系統発生が論じられているので、
ここではこれに従って進化の時間をさかのぼってみよう。特にヒトが進化した系統を中心に探っ
てみることとし、そこから分岐した昆虫、鳥類などの進化は別著を参照されたい（11，12）。また形
態などの図も他を参照されたい（5，11，12）。
9億年前に襟
えり
鞭
べん
毛
もう
虫
ちゅう
類という最初の原生動物が、数個の単細胞で群体を構成し、鞭毛を使っ
て移動していた。鞭毛で海水を漏斗の中に引き込み、中に含まれる他の単細胞生物などを飲み込
んでいた。ついで最初の多細胞生物と考えられるカイメン類が8億年前に現われた。炭酸カルシ
ウム、珪質からなる内骨格をもった中空の体腔の集合体で体細胞と生殖細胞の区別のない器官し
か持っていなかった。岩などに固定され、体の中を海水が流れていて、食物を濾して得ていた。
この動物の特徴は、細胞を切り離しても、独立したカイメンを作ることができることである。
イソギンチャク、サンゴ、クラゲなどの刺胞動物は二胚葉動物で、二層の組織（外層・表皮、
内層・腔胞層）から成り立ち、放射相同性、前後左右の区別がない上下のみ区別がある動物であ
る。おそらく捕食性動物で、鞭毛で動くが、動きは遅く受動的にぶつかってくる獲物を、細胞か
進化的必然としての感情
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ら飛び出す針をもった刺胞でクラゲは下から触手で、イソギンチャクは上から触手で取る。消化
器官は口一つで肛門の役割も兼ねる胃水管からなり、神経網はあるが、脳、神経節などはない。
5億9000万年前ごろから、中胚葉の形成を伴った三胚葉動物の旧口動物が発生してきた。原口
が口になり、肛門は後から発生し、扁形動物、線形動物、環形動物（ミミズ、ヒル、ゴカイ）な
どの軟体動物や昆虫、甲殻類、クモ類、ムカデ類、サソリ類などの節足動物から構成されている。
後者は硬い殻で守られ大きさに制限があった。
5億6500万年前ごろには、ヒトデ、ウニ、ナマコなどの水腔動物やホヤ類が進化してきた。ヒ
トデでは、口は下面の中央、肛門は上面の中央にあり、血液の代わりに水管系を用いていた。ホ
ヤは脊索動物で幼生の時は魚のように推進するが、成体で岩に固定されると、腸と生殖器官のみ
が残り、神経がなくなる動物である。餌は二本のサイフォンである入水管と出水管を用い途中の
フィルターで獲物を濾して獲っていた。ここで注目すべき性質はホヤの神経系で運動するときに
のみ発生し、固定したときには消滅することである。このことは神経系が運動と密接に関係して
いることを示唆している。
5億6000万年前のナメクジウオは尾部の筋肉によって前進運動できる動物で、尾部を支えるた
め脊索という組織が進化した。脊索の背側に神経管があり、その先端に膨らみがあるが、まだ脳
といわれるものまでにはなっていない。鰓
さい
裂
れつ
と呼ばれる摂食器官で食べ物を濾して捕っていた。
循環器系では、まだ心臓を持たず、血管がゆっくり収縮する拍動がみられた。
5億3000万年前のヤツメウナギは無顎類の脊椎動物で、腹側神経索を持つ無脊椎動物とは異な
り背側神経索を持つ。この時期の無顎類は、2ｍ以上の強力な捕食者であるウミサソリ類などの
節足動物に対抗するために硬い骨質の装甲を持っていた。
4億6000万年前のサメ類の骨格は軟骨からできていた。この動物は貪欲な捕食者で下顎を進化
させてきた。無顎類から下顎を進化させてきたということは、フィルター機能を使って受動的に
餌をとることから、能動的に餌をとることに進化したことを意味する。
4億4000万年前にはシーラカンスのような肺を持つ硬骨魚が現われた。ここに動物が海から陸
に上がるための準備が整ったことになる。神経が腹側から背側に移り、鰓から肺呼吸へと変化さ
せていった。
3億4000万年前にカエル、サンショウウオなどの四肢類である両生類が進化した。食性は肉食
と草食性がいたと考えられている。この動物は卵を乾燥から守るために水から遠く離れられない
でいた。1億7000万年前ごろには、トカゲ、恐竜、ヘビ、ワニなどの爬虫類が発生してきた。
次からがヒトにつながる哺乳類の歴史である。2億2000万年前に最古の哺乳類であるアデロバ
シレウスが現れ、1億8000万年前に、卵を産む哺乳類であるハリモグラ、カモノハシの単孔類が
現われて、爬虫類と哺乳類の中間段階を示していた。1億4000万年前にはカンガルーなどの有袋
類が現われ、未熟な幼児を育児嚢というところで育てた。この過程を経て、生育してから産み落
とされる有胎盤類が現われてきた。
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1億500万年前に、ゾウ、ジュゴン、マンモスなどのアフリカ獣が、8500万年前に、ウマ、ブ
タ、シカ、ヒツジ、ネコ、イヌ、クマ、アザラシ、モグラ、コウモリなどのローラシア獣が、
7500万年前に、ウサギやネズミのげっ歯類が現われた。6500万年前突如として恐竜が絶滅し、そ
の後哺乳類の多様化が開花する。
夜行性のメガネザルは6300万年前に、マーモセットやリスザルなどの新世界サルは4000万年前
に、尾を持つ類人猿であるマカク、ヒヒ、マンドリルなどの旧世界ザルは2500万年前に、腕を発
達させたテナガザルは1800万年前に現われてきた。オランウータンは1400万年前、チンパンジー
は700万年前ごろ、そして人類の祖先は500万年前ごろに現われた。
ヒト上科に関しては、5－600万年前アフリカの草原に霊長類から別れて立ち上がったと考えら
れている。そして現在に至るまで、350万年前ごろのアウストラロピテクス、270万年前ごろのア
フリカヌス、180－100万年前ごろのハビルス、150－20万年前のエレクタス、20万年前ごろのネ
アンデルタール人などが現われ消えていった。そして20万年前に現われた、ホモ・サピエンスが
現在の地球を支配している。
２．ダーヴィンの進化論
これらは20億年にわたる生物の雄大なドラマの一部である。形態変化に対してダーヴィンは、
説明原理として自然淘汰と性淘汰からなる進化論を唱えた（3）。自然淘汰は、①同種の個体間には
形質に多少とも変異がある（個体変異）、②形質の変異が原因になり、生存や繁殖に個体差が生
じる（淘汰）、③形質の変異には遺伝性のものがある（遺伝）から成り立っている（5）。これは、
動物がある環境の下である遺伝的な変異型が他に比べて生存・繁殖に優れていることを示してい
るだけで、この進化の方向性が、進歩、前進、複雑、高等といった概念は一切含んでいない。退
化し絶滅した進化も含んでおり、さらにいうならば、ここには種の存続という目的論的なものも
入る余地がないと考えられている。
生物の性質のすべてが自然淘汰によって進化したわけではない。その他、自然選択によって生
物個体は最適な行動をとるように進化する最適行動理論、血縁選択説、ゲーム理論、進化的に安
定な戦略理論などによって進化を説明できることもある。また自然選択によらない遺伝的浮動、
局所適応、遺伝子流動による中立的な進化の結果として進化が起こることがある（5）。ヒトでは学
習による文化的遺伝で短期的な進化が起こる。
進化論は、原理的に個体の存続を基本にし、群淘汰という考え方はない。結果として生物は可
能な選択の中で、包括適応度を最大化するよう進化すると考えられている。このことは、ある個
体の適応は、別の個体にとって損失になることも起こり、集団でも同じく減少に向かうこともあ
る。
多くの哺乳類の動物が群れを作ることから、群れを作るメリットがあるはずである。群れを構
成するメリットとして、行動学的に闘争行動の援助、子守り行動、食物分配、対捕食者対策、集
進化的必然としての感情
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団狩猟、教育、集団間関係の構築、毛づくろい行動などがあげられる。もちろん、群れを作るデ
メリットもある。それは、個体が単独で生活するメリットで、何といっても食料の確保が一個体
に属することである。苦労して勝ち得た獲物が一般に小さく自分だけに属することは、獲物が少
ない環境では重要である。また単独で生活することにより、感染症で種が絶滅する危険性を減ら
すことができる。しかしこのような動物でも、一年に一度、はるか彼方から危険を顧みず、一ヶ
所に集まってくる必要がある。それは繁殖で配偶者探しである。
一般に動物は有性生殖を獲得して以来、雌は有限個の卵、ないし卵子を作り、雄は無数の精子
を作る。そして雄と雌の交配でもって、卵子と精子が受精し子孫を残すことになる。性淘汰での
基本は限定資源をめぐる競争であると考えられている。この場合、有限個の卵子が限定資源とな
り、これをめぐる競争が繁殖行動である（13）。この競争に勝ち、環境に適応したものが生き残っ
てきた。
配偶者を選択する進化理論として、雄では強い雄が多くの雌に自己の遺伝子を分配することに
なる。この場合の雄の基準は強さであり、多くの場合、強さは体格の大きさに関係してくる。一
方の雌にとっては選り好みの選択がある。雌の子孫を残すための投資は卵子の大きさが大きいこ
と、数としては少ないことに関係して、より環境に適応する特性を持つ雄の遺伝子を選ぶことに
なる。これらから、雄雌の形態の違いが生じてきたと考えられている。雄は雌から選んでもらお
うとして、適応とは一見無関係なような、孔雀のように羽を進化させていった。魚類においても
目立つ色をした雄が多い。
一般に雄は子育てに関与せず、雌が子育てをする場合が多い。生殖は卵性から胎生に変わり、
哺乳類では未熟なままで生まれ、親の養育を必要としてきた。
群れは多くの場合、血縁関係で構成されている。子育てはその典型例であり、哺乳類での母子
の関係は子孫を維持する基本である。そして親子、兄弟が群れを形成し、母系社会、父系社会を
構成している。母系社会の場合は、成人に達した雄はその群れから出て行かなければならない。
そして他の群れに受け入れられていかなければ、自己の遺伝子を残すことができない。そこに雄
同士の闘争が起こり群れの乗っ取りが図られる。
３．進化と情動
前節で進化生物学の概略を眺めてきた。さて問題は、このような古生物学の進化の事実とダー
ヴィンの進化論から、動物における情動の進化を導き出すことが可能かどうかである。結論から
いうならば、情動の進化を論じるにはあまりにも仮定が多くなり、現在の動物の行動比較を通し
て、つい目的論的な展開を行う危険性が常にまとわりついている。その危険を承知の上で進化の
時間をさかのぼって情動の進化を考えてみる。
第一にいえるのは、動物に情動が発現されていると考えると、植物には情動がないと考えるの
が、生物学の通念である。したがって情動を議論するのは動物が対象となる。
動物の定義は動く生物であり、多細胞生物が全体として運動性をいかに獲得してきたかが進化
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の歴史であった（14）。動物は生体に必要なエネルギー源を外部に頼らざるを得なく、地球上でそ
のような物質を作り出せるのは太陽の光を利用し葉緑体を持った植物だけであった。古代の海で
は、植物性プランクトンが早い段階で発生し、それを食料とする動物性プランクトンがついで発
生してきた。金属類と炭素、水、光からエネルギーを得ていた原始的なバクテリアから進化して、
効率のよい好気性のエネルギー代謝機能を獲得していった。エネルギー効率の観点から、植物性
よりも動物性タンパク質のほうが単価あたりのエネルギーが高い。最初は単に海水を濾してその
中に含まれる植物プランクトンや動物性プランクトンを獲得していたが、さらに効率よくエネル
ギーを獲得するために運動機能を獲得し、自ら移動することによってエネルギーを得る多細胞生
物が進化していった。他の多細胞生物を食べるためには能動的移動性を備え、前方に口も備えた
動物が有利である。移動性に関し、ホヤの例で述べたように神経系の発生は運動と直結している。
このような新しいニッチに対応して、捕食者に対応して被食者もまた運動性を獲得して自らの個
体を防御するようになっていった。
原始の海では防御の進化として、①捕食者よりも大きくなる、②より運動性を獲得する、③擬
態を獲得する、④毒を産生する、⑤硬い殻を持つなどが進化していった。①と②は時として矛盾
するものであり、その方向性は偶然による。これらは複雑な捕食者―被食者の関係の中で進化す
るものであって、おそらく動物の多様性の方略になっていたのであろう（11）。
カンブリア紀の動物の化石の多様性は、現在から見ると奇妙な形をした動物に出くわす。眼
が5個もあるオパピニアが化石から示されているが、壮大な自然の実験としての多様性が感じら
れる。しかしその時代に、今日われわれに備わっている左右の2個の眼の進化が提唱されてい
る（15）。
移動して効率的に獲物を獲るということから口は移動する方向に、すなわち前方に存在するほ
うが合理的である。前方に進むために、視覚や聴覚、味覚、嗅覚などは、より早く刺激の判断を
行うため前方に移動し頭部ができてきた。移動の敏速化では、形は流線型になり、筋肉を確実に
制御するために脊椎が発生し、運動能力は飛躍的に進化した（11）。
地球環境は予期できない条件の下で大きく変わる。北極や南極の移動、大陸の移動、隕石の衝
突、火山など動物の生息環境を変える大きな変化が数億年の間、幾度となく発生した。その都度、
食性は大きく変わらざるを得なかった。植物プランクトンの生息状況の変化から出発して、肉食
動物もまた大きく食料状況を変えざるを得なかった。おそらく食料をめぐる競争は熾烈を極めた
であろう。その中で、新たな構造と機能を獲得した動物だけが生き残った。
系統進化はそのような変化の中で起こった。その時、動物はどのようなソフトウエアを進化さ
せてきたのか、どのような脳の機能を持った動物が生き残ってきたのかを考えるのが、情動の進
化を考えることと並列になる。
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原始情動
快・不快からなる原始情動はこれまでの議論の中で、身体の恒常性、ホメオスタシスを基盤に
していると考えてきた（5）。身体のホメオスタシスは動物の食性に関係なく起こり、最適な環境を
求めての移動、食料を求めての移動に関連した判断基準を与える。原始情動は捕食者の存在の有
無に関係なく環境との適応に関係し、環境の変化は多くの場合、緩慢で、高次の感覚・運動機能
を必要としなかった。極端にいうならば原始情動は単細胞生物の移動を解釈する場合にも適応で
きるが、単細胞生物に情動の概念を適応するのは滑稽と言わなければならない。
基本情動
基本情動は喜び、受容・愛情、怒り、恐怖、嫌悪の5種類の情動から成り立っている（6）。この
いくつかは、ここで議論したように動物が食性として動物性タンパク質の選択をした段階から、
運動に伴って進化せざるを得なかった。この捕食者―被食者の関係でどのような脳の判断機能が
求められるかを考えたとき、形態の変化だけでなく、防御の方策にも変化が起こった。類似の運
動機能を持った動物の中で、たとえば非常に臆病な性質を持った動物だけが生き残った可能性が
ある。周りで奇妙な影が現われたり、強い振動が感じられたとき、それが何であるか考えるより
先に、とにかく逃げるといった特性を持った動物が結局は捕食されず生き残っていった。
現在、実験室での選択的繁殖実験では、交配により行動特性の異なる系統種を作り出すことが
証明されている（16）。たとえば、迷路学習が得意なグループと不得意なグループに分けて交配を
何世代にわたって続けると、賢い動物の群を明瞭に分離することができる。高所では恐怖のため
に動けない特性を持った動物をも交配によって作り出すことが可能である。われわれが飼ってい
る犬、ネコ、家畜は人為的にヒトと共存できるように選択されてきたものである。このように進
化の過程で何度も繰り返されてきた選択的交配により、逃避行動や回避行動に鋭敏である機能と
しての恐怖情動が脳の機能として進化してきた。つまり勇敢な動物は捕獲されてしまい、子孫を
継続させることはなかった。恐怖情動はこのような発生の物語として考えられる。
逆に、時には他の領域に食料を求めて移動しなければならなかった。そこでは、恐怖情動だけ
では食物を得ることはできず、より攻撃性のある動物だけが生き残れたに違いない。捕食者の条
件として他と比べて感覚能力および運動能力の向上は本質的であり、二眼の発生はここにあった
かもしれない（15）。
では同種間ではどのような判断機能が働いていたのであろうか。感情階層説では、基本情動の
中に愛情・受容と怒りが取り上げられている（6）が、配偶相手を選ぶ段階で情動は関与している
だろうか、それとも利己的な遺伝子が情動という判断基準を決めているのであろうか。
先に述べたように、動物は有性生殖を用いて自己の遺伝子を子につなぐという機能を獲得した。
一般に雄と雌がいて、交尾を介して、卵子と精子が受精という変化を遂げる。そこから子孫が連
綿と残ることになる。動物は決して自己の遺伝子がどうであるとか、より環境に適した遺伝子を
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持つ子を作ると考えて行動しているわけではない。
系統進化や行動発生を眺めてみると受精に至るプロセスには雄による囲い込み、雌による選り
好み選択があるにしても、ペアを作るプロセスには愛情の原型があるとは考えにくい。愛情とい
う機能がなくても選択というプロセスにより、ペアを作り受精に至ることが可能である。このこ
とを受けて受容という概念を感情階層説では導入した（6）。それでは、どこに情動が入り込む余地
があるのだろうかと考えるならば、子育ての中に、基本情動の一つである受容・愛情の基礎があ
る。血縁淘汰はその理論的背景で、近い遺伝子を持つ子に対して、協同して子育てをすることが
遺伝子を残す確率を高めることになる。その確率を高める機能の一つとしてここに情動の役割が
あり、受容・愛情の機能を持った動物が多くの子孫を残すことができた。一方、利己的遺伝子の
考え方を取り入れるならば受精は1対1という歴然とした事実の前に限定資源としての卵子に対
して競争でもって獲得する必要がある。そこに攻撃行動があり、それを強化するものとして怒り
情動の発生が担保されたのかもしれない。
社会的感情
ヒト属はアフリカの地から5－600万年前に始まったとされている（17）。サバンナに二足直立歩
行で出発したとき、ヒトはどのような狩猟の力をもっていたのか、また防御力を持っていたであ
ろうか。走る速さも遅く、鋭い牙も持っているわけでもない、また鋭い爪を持っているわけでも
ない。このような一種の草食性動物はライオンやヒョウなどから見れば、格好の餌に見えていた
であろう。もし何かの能力も持たずにサバンナの草原に降り立ったとしたら、今日のヒトは存在
していなかった。
その能力のひとつとして生物学者は、二足直立歩行による手の自由度の獲得を指摘し、動物か
ら防御したり、逆に攻撃するために、周囲にある石を投げ、長い棒を振り回すぐらいのことはで
きたと考えられる。しかしそれだけでは生き残るには弱く、ヒトは群れという戦略をとったとこ
ろに他の動物とは異なる道を歩んでいくことになった。
捕食者は効率的に獲物を捕るために、被食者は捕獲されないようにするために群れという集団
を形成して行動するようになった。群れであれば、集団の力によって、待ち伏せ、同時に襲いか
かるなどの方策が取れ、より大きい動物を狩ることができ、より多くのエネルギーが獲得できる。
また集団の力は森林における肉食猛獣からの犠牲を最小限に抑えることに役立った。
一方、種の維持から、少なくとも子育ては最低限の母子の関係がなければ、母乳という養育法
を獲得した哺乳類では不可能である。そして母親は子育ての間も狩りを行い、エネルギーを補わ
なければならならず、また出産は一番被食者として弱い部分にあたる。そこに父親の援助、また
は姉妹、メス同士の援助があれば子の生き延びる確率は格段に大きくなる。
現在、地球上にいる動物の多くは集団という生態を選んでいることから、集団を形成するメリッ
トはデメリットよりも大きかったと考えられる。それでは個体が集団を維持するための力は何で
あっただろうか。このひとつが社会的感情であり、社会的知性は協力と競争から成り立ってい
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る（18，19）。協力だけで集団を維持することができるが、もう一方の力である繁殖では遺伝子を残
すことができない。そこに性淘汰が入り、これは本質的に競争である。そこから怒りの情動の原
型ができた。チンパンジーやサルの集団の中で食物をめぐる機会の偶然性や配偶者を得る機会な
どにおいて、ボスの目を盗んでことに及ぶという行動の欺く、騙す、うその効用が見られる。こ
れらは公然と行われれば集団の維持に弊害であり、ボスはそのような行動が起こらないように監
視を常に行うことになる。ボスの怒りによる暴力であり、その恐怖である。
集団の結束力を強化することによって危機に対して全体で対処するという方策もある。その方
策とは協力であり、そのためのコミュニケーション能力の進化であった。集団の中の各個体は強
固なつながりを保つために、言葉より先に視覚を通して伝えられるコミュニケーションが重要で、
表情、そしてボディランゲージがはじめに進化した（20）。視野がとどく範囲では、表情やジェス
チャーが意思伝達の有効な手段となる。危険が迫ってきたとき、恐れ、また協力しないことへの
怒りは、それが伝えられ理解されないことには集団は強固になっていかない。
5－600万年の間、ヒト属はいろいろな種が生まれ絶滅していった（12）。絶滅の原因はさまざま
だが、入れ替わるごとに適応能力は強まっていった。集団を強固にする感情能力も進化を遂げ、
その中に恥や罪の原型も含まれていた（21）。恥や罪は集団の中で協力しないことへの抑止であり、
また自尊心の原型は集団の結束力の増強に役立った。
知的感情
今日、地球上にいるヒト科はホモ・サピエンス・サピエンスだけで他の祖先はすべて絶滅して
しまっているという厳然とした事実がある。霊長類のチンパンジーやボノボは一部の地域にしか
生息していない。ホモ・サピエンス・サピエンスはアフリカから出現し、ヨーロッパではネアン
デルタール人、中国の北京原人、アジアのジャワ原人なども生活を営んでいたであろうが、約20
万年かけて、世界を席巻し今日に至っている。
ここに現代人に連なるホモ・サピエンスの感情を社会的感情から分離しなければならない理由
がある。他のヒト科が絶滅した理由には少なくとも3つが現象として考えられる。①他の種が環
境変化に適応できなくて自滅した、②繁殖力がホモ・サピエンスに比べて劣っていた、③ホモ・
サピエンスに縄張りを乗っ取られた。
第一の他の種に比べて環境変化に適応できず自滅したという可能性は、体毛の問題、それから
派生する衣類をまとうという知恵の発見につながる（22）。地球環境は安定せず、寒冷、猛暑、乾
燥と厳しい外部環境を繰り広げたにちがいない。そんな中ではまず体温調節として衣類の発明が
なければ寒冷を乗り越えていけなかった。毛皮を身にまとうという知恵、また火を使用するといっ
た高度の技術能力の進化は不可欠であり、食料加工の工夫も重要な問題であった。これらに対処
できなかったために自滅したという可能性は捨てきれない。
第二の繁殖力の差に関しての知見はないが、当然のことながら繁殖力が大きいものが弱いもの
を駆逐して拡大していくにちがいない。この可能性に関連して第三の現代人が旧人類のテリトリー、
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すなわち生活区域を略奪して乗り込んできたという可能性である。少なくとも新人類は移動する
能力において旧人類より優れていた。その能力によってアフリカからアジアを通り、北アメリカ、
そして南アメリカまで無人の荒野、ジャングルを進んでいった。
新人類が地球上を席巻しているという事実の前に、現代人は移動に際し、原人や旧人の地域を
通らなければならなった。通るときどのような選択がなされたかを考えると、①先住民を追い出
す、②先住民と共存する、③先住民を避けて別の新天地を求める、④先住民を絶滅させるなどの
可能性がある。これらを実行する能力をホモ・サピエンスは獲得したに違いない。この能力に伴
う感情が狡猾な社会的感情と新たな知的感情である。
第一の可能性は集団の力によって旧人類を追い出す選択に対し、旧人類は新たな土地に適応で
きず絶滅したことを意味する。食料となる動物の生息は自然環境に依存し豊かさには地域差があっ
た。当然マンモスなどが多く生息する地域は誰にとっても魅力的な土地であった。第二の共存し
た可能性はどうだろうか。しかしこれが起こると必ず混血を起こすが、現代人の遺伝子はホモ・
サピエンスとして一種類しか分離できないことから、共存の道は短期的にあったかもしれないが、
長期的にはその選択はなかった。第三のすり抜けに対しては、未開の地球は広かった。新人類は
新たな環境に対する適応力が高かったために可能性はある。縄張りの共存、人種の地域的な共存
や住み分けは可能であったが、疫病か生殖能力か不明だが旧人類が絶滅した。
最後に残るのが新人類による旧人類の絶滅である。それには戦争という形態を伴って、新人類
はヨーロッパやアジアを席巻して行ったに違いない。何がホモ・サピエンスとしてそのような能
力の違いを進化の中で生じさせたか。これまで述べられてきたように道具の更なる改良、特に武
器の発見や火の使用は強力な侵略道具となったことだろう（23）。石を投げる、棒でたたくなどは
サバンナを出て二足直立歩行になったとき、すぐに獲得したに違いないが、弓の発明、棒の先に
石を付けた武器の発明など、何かの新たな武器の発明が侵略を強化した。武器の進化は人間の歴
史を眺めれば、青銅の発見、鉄の使用、ウマという家畜の使用が世界帝国を作ったという事実か
ら想像される。
また現代人が有している知性も重要な能力である。一般化、抽象化、概念化、象徴化、予測、
関係性や因果律の把握能力の進化は戦いの作戦を立てる上で有利に働いた。ワーキング・メモリー
の機能の強化もあった（24）。また記憶の量的拡大、記憶時間の延長は100年単位の攻略を可能にし
ている。ヨーロッパでは30年戦争、100年戦争といわれる戦いが持続していた。旧人類にはその
ような能力がなかったのかも知らない。
感情と関係してくるのが、より一層の集団の団結力と統率力である。新たな武器の発明も重要
であったが、戦いにおいてもっとも重要な要素は集団としての凝集力であり統率性である。団結
力には恐怖による支配も有効であるが、これだけでは強力な力とはなりえない。ここに社会的感
情で芽生えていた自尊心や恥、罪の感情が明確な形で強調される必要があった。戦いにおける名
誉は尊敬を呼び、自尊心を満足させたにちがいない。集団力を弱める行為は恥や罪として強く抑
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制される方向に働いた。極端な場合には愛情や友情を強調し、家族のため、国のために死ぬとい
う理論武装を準備しなければならなかった。このような力によって戦いは勝利に導かれ、勝った
ものだけが生き残ってきた。これは厳然とした事実である。現在われわれが持っている感情のす
べてが、結束力を強固に確立するのに機能してきた。旧人類を殺すことに何も感じなかった新人
類も同種の人間を殺すとなると、より強固な理論と感情を必要とした。神による選択という考え
方、差別化の考え方も必要とされ、カバナリズム（食人）も勇気を試す意味で必要だった。
一方、同じ人間を殺すという行為に対して、これまで旧人類がもち得なかった共存という考え
方も芽生えてきた。この新たな共存の考え方は、社会的感情の否定的な部分である競争による集
団の弱体化を防ぐ方策を与えることになった。共生するための知恵としての愛、博愛、平等、寛
容などが発明された。
このような集団の強化は人間にグループ、地域、国家という概念を目覚めさせた。自分に対し
て眼の届く範囲に他人がいるという他者意識や、他の集団の存在の認識力を進化させた。そして
敵・味方の識別が重要で、共存や共生、すなわちグループの連合や同盟が敵に勝つ条件として自
らの存続にも有効であることを学んでいった。このグループには血縁関係を越えて異なる血縁集
団同士の統合をも含んでいる。
これらの記録が有史以来、歴史としてわれわれの前に存在し、前進と後退を繰り返しながら今
日に至っている。そして人間は人間の絆に感動し、絶望する確固たる能力はホモ・サピエンスに
なって初めて持ったものであると思われる。
これらの生態学的進化を担保したホモ・サピエンスが獲得した形質とは、化石が示すところで
は大脳皮質の拡大である。特に前頭前野の大きさが著しく肥大し、この違いにより人間は今日の
文明を築いた（32）。言語能力も大いにこの大脳皮質の差に起因した。言葉によるコミュニケーショ
ンは以前から獲得してきた表情やボディランゲージとあいまって、ほぼ完全な意思伝達を達成し、
団結力を増し、戦いでは有効に働いた。また言語は人間同士が戦う理由、そして集団の存在理由
を構築し、説明するのに役立った。
先にあげた象徴性、一般性や因果律などの能力は集団間の協力と競争に大いに役立った。長期
作戦能力は旧人類との戦略に大きな違いを生じたにちがいない。
４．まとめ
基本情動の発生、および進化を考えたとき、系統進化の中にその証拠と見つけることは不可能
に近く、形態と機能や行動制御の詳細を化石の証拠から見つけるのは難しい。その点から情動の
進化は推定を含めた物語になる危険性を含んでいる。しかし情動の進化の紐を辿っていくと、生
物の発生や動物の発生までに至り、動物が食性として肉食に至るまでの時間をさかのぼらなけれ
ばならなかった。そして情動が運動と連動し、運動と別々に論じられないことを見てきた。情動
とは何か、という問題を考えていったとき、動物の動物たる所以のところに突き当たってしまっ
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た。おそらく、動かない植物に情動が備わっていないことを考えると、動くものと最低限定義で
きる動物の特性として情動を脳の機能として設定せざるをえなかった（図1）。
生物は自己保持の機能を根本的に持っていると考えなければ、地球上の生物は今日ここに存在
しないであろう。この自己保持機能の中に、生きていくための捕食者―被食者の関係を持たざる
を得ない。その関係の中で、情動という機能が生まれ、恐れが第一なのか、報酬に関係した喜び
が初めてなのか不明であるが、そのような判断がすばやくできることが生き残る第一の選択であっ
た。
有性生殖もまた、複雑な機能を要求してきた。自己の遺伝子をいかに効果的に伝えていくかの
機能の中に受容・愛情の原型が作られた。種が生き残る判断として、この受容・愛情の原型は役
立ったに違いない。
ここではヒトの感情の大部分は動物が群れや集団を作ってしか生きていけないことから発生し
ていることを指摘した。社会的感情は集団の中で生きていくための選択であり、その集団を離れ
ることが死を意味するために、この感情の能力は何千万年かけて幾世代超えて脳の中を書き換え
ていった。
ところが新人類が出現したとき、食料問題か環境問題が緊急になり、自己のテリトリーだけで
は満足せず、集団間の軍拡競争にその活路を見出した。時を同じくして、新人類はそれを実行で
きる大脳皮質の能力が拡大し特殊能力を身に付けた。そして今日地球上を席巻し、いまだに軍拡
競争に明け暮れている。
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これまで感情に関して感情階層説（進化論的感情階層仮説）を基軸として、感情に関連する諸
問題を議論してきた（1，2）（図1）。感情の研究は現在も進行中で新しい知見や理論が次々と発表
され、感情の理解は常に塗り替えられている。しかし感情階層説は少なくとも感情を論じる場合、
全ての点で合理性を失うことはなかった（2）。
人間は言語記録という知能を獲得して1万年、その間に人間の感情の特性が変化したかを問う
ことは、生物の進化という20億年の時と比べれば一瞬の出来事でしかない。しかしこの一瞬の出
来事の中に、人類は遺伝子操作の技術を身につけ20億年の自然の変化を数時間で実現できるよう
になり、科学技術は地球という環境を人為的に変えようとしている。さらに極端に述べるならば、
これらはここ200年の出来事で、さらに未来は、先進国での資源対立の精鋭化、地球環境の深刻
化、情報社会による統制、心の格差などに代表される未知の領域が広がってきている。
感情階層説は感情の成因を20億年の生物進化の中に根拠を求めたが、今日人間を取り巻く自然、
生活、情報環境は急速に変化している。そのような環境の中で感情はどのように変化していくの
か、特に人間の感情の変化を考えてみる必要がある。人間の動物としての情動はおそらく不変だ
が、社会的感情や知的感情は人間の関係性の変化、文化や人為的環境によって見かけ上、変わっ
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図1 感情階層説（進化論的感情階層仮説）
ていく可能性がある。特にダーヴィンの進化論で論じた自然環境が人工的環境に変わりつつある
中でヒトの適応はどう変化していこうとしているのか、その点をこの論文では考察する。
１．感情の過去
ヒトという動物がどのような能力でもって、この500万年間、地球という過酷な自然環境の中
で生き残ることができたのだろうか。この問題を解決することが感情の過去を探る手助けになる。
動物は外部からエネルギー源を得なければ生きていけず、その中で最も効率がよいエネルギー源
は動物性タンパク質であった（3）。現存するチンパンジーが時に狩りをし、肉を食することか
ら（4）、原始人は動物性タンパク質の価値を早い段階から見つけていたに違いない。二足直立歩行
の結果から生じる手の自由度は狩りをする能力を飛躍的に拡大し、捕獲者から身を守る手段をも
提供した。近くの石を投げることや、木の棒を振り回すことが猛獣から身を守る防御法であるこ
とをすぐにも知った。さらに石を投げることによって大きな動物でも倒せることを知った人類は、
離れたところから安全に獲物をとる知恵を次第に獲得していった。そのうち石をより強力に投げ
る道具も見つけたであろうし、棒の先にひじりをつけることによって獲物を殺すことができるこ
とも知った。また弓や投石器は届く距離を10ｍ単位から100ｍ単位に延ばした。目的を持って石
を投げる能力は、高次の運動能力と認知能力を要する（5）。武器はこのようにして手の延長として
獲得され、攻撃と防御の両方に供された。
原始時代の人々は協力して狩猟生活を行い、平等に食物分配を行っていたと述べられることが
多い（6）が、果たして本当だろうか。ヒトの生活がチンパンジーの生態の延長と考えるならば、平
等社会はなかったと考えるのが妥当である。というのは地球上で完全な意味での平等社会を形成
している霊長類は存在せず、例にあげられるボノボでも母系社会を形成し平等を保つために非常
な努力をしている（7）。この問題は感情の進化を論じる場合の重要な点で、特に社会的感情の進化
において集団の形態がどうであったかは社会的感情の本質になる。社会的感情は、手の自由度の
獲得が身体の延長としての能力の個人差に反映され、集団での階層性の確立によって強く影響さ
れていった。つまり石を投げる場合、飛ぶ距離、標的への正確性において、訓練では得られない
個人の能力差がある。当然のことながら原始人にも個人差があったに違いなく、そこからくる狩
猟での役割、獲得数の違いが出てくる。これが集団の構成に影響することは必須であり、武器の
発明は体の大きい強い者が集団での上位になることを意味せず、小さいものでも運動能力と認知
能力の差によって、階層性に差が出てくることを意味している。狩りは集団としての統率が求め
られ、そこにボスの存在があり、個人差による役割の違いが出てくる。霊長類の群れはボスを中
心とした階級社会を形成しており、その連続体としての原始人もまた階級社会を形成していた。
そこに社会的知性と呼ばれる多くの操作が行われ、幅広い社会的感情が形成されていった（8，9）。
ついで、ヒトは火を使う知恵を身に付けた。火を使うためには脳の進化がなければならず、火
を作る因果律の理解、そのための道具の原理なども理解されなければ火を日常的かつ継続的に使
えない。さらに火を用いたことは植物や木の実も調理することで食材の幅を格段に増やし、食糧
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事情を飛躍的に改善することにつながった。それよりも重要なことは、保存や調理という方法が
発明され、収穫の端境期にも熱を通すことで食することが可能な食料の年間の平均化ができたこ
とである。肉類もそのうち保存方法を獲得したに違いなく、この中に所有の芽生えが出てきてい
る。私的所有は不平等を発生し、多くの社会的感情を作り出してきた。
火はまた、感情の進化に大きく影響した。夜行性の動物が徘徊する夜はヒトにとって非常に危
険なものであった。40万年前頃から火を獲得することによって、動物が火を避けることを知り、
夜行性猛獣からの安全性や火の温かさからヒトは火の周りに自然と集まってきた。洞窟の中の火
を中心とした集団は夜や天候の悪い日に長い時間を家族と過ごした。何を思いながら過ごしたか
考える中に、新たな思いやりや助け合いなどのヒトの感情を考えることができる。ネアンデルター
ル人の埋葬の遺跡を見るにつけ（10）、時間の共有の長さがあったに違いない。
人類はこれまで食料が全体として満たされることは一度もなかった。ヒトは河川の氾濫、旱魃、
地震、火山活動、台風、冷害、疫病などの自然災害に晒され、それに対して全く無力であった。
食糧生産は自然に左右され、自然を制御しようにもその術は限られていた。自然を制御できない
以上、食糧確保はヒトにとって最大の問題であり、常に基本情動の恐怖が強力に働いていた（11）。
基本情動の発生は、身体を防御し、いかに食料を確保するかにかかっている。ヒトは走るのも遅
く、力もなく、とても肉食獣に素手で立ち向かえる存在ではなく、道具と知能などの何らかの手
段がなければ、捕食されるだけでこの地球上から姿を消したであろう。それでは手の延長として
の道具や武器があれば、自然の中で一人で生きていける存在かというと、それだけの感覚能力も
持たない中途半端な存在でしかなかった。動物は、速度や腕力など特殊な運動能力や視覚、聴覚、
嗅覚などの認知・識別能力を進化させて、この問題を解決しようとしたが、ヒトはそのような戦
略を取らず、他の哺乳類とは別の戦略を進化の中で採用した。その一つが集団の力の認識であり、
道具の発明や火の発見もこれらを補強しただけである。ヒトは集団という効能を発見し、500万
年間維持し続けてきた。ここに社会的知性が磨かれ、社会的感情が大きな比重を持ってくるよう
になった。集団の中での協力と競争を基本とした社会的感情は、500万年の間、強固にヒトの中
にしみこみ、脳の構造までも変わっていった（9）。さらに経験の伝承は集団の維持にとって必須で
あり記憶能力までも変えていった。
文明は大きな河川を中心として数万年前からおこり、4－5大文明が認められている。その文明
の発生の原動力は農業生産と考えられ、それを中心として都市国家が形成された。人間の集団は
その時点から、動物の集団の原動力とは異なる力で動き出した。集団の掟は恐怖を基礎とした君
主制や封建制の制度として作られ、権力という力によって、食料と安全は管理されていった。つ
まり民衆はどのような危機の中でも村や町の集落を作り、その中で生きていかなければならず、
そこから抜け出ることは死を意味した。西洋を席巻したペストに対して城壁を強固にして、旅人
を一切入れない方策を採ったこともあった（11）。時に食糧危機は国境の変更の誘惑を抑えること
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ができず、ある集団は隣接する豊かな町を求めて攻め入り、それに対する防御は頑なに城の中に
閉じこもるか、ドミノ式に攻め入るかにかかっていた。これらの攻防の成否は集団の結束にかかっ
ていたといっても過言ではなく、結束の敗れたところから侵略されていった。そこでは集団間の
調整は、積極的に行われるのではなく、一種の空白地帯のバランスの上に実現されたものが多かっ
た。
生存には家族や集落のつながりも強く求められた。家父長制は集団を維持する霊長類からの知
恵であった。兄弟喧嘩は集団の中でどこまでが許され、どこからが禁止されるかの学習の場であ
り、家族は模倣学習、観察学習を通じて集団を維持するに必要な感情規則を学んだ（12）。家族の
絆は集落の基本単位であり、そこでは絆を強める社会的知性である協力や協調が重きを置き、裏
切りや騙しの競争原理は遠ざけられていた。つまり感謝や思いやりが大切で、ただ乗り、ルール
破り、嫉妬はご法度であった。
これら集団形成を伴う社会的感情は、人間が自然を制御するか、食糧生産を制御できるかの技
術を身に付けない限り、生物としての宿命である。常に飢えを満たすことが生物としての基本で
あり集団の基本原理である。このような宿命がこれまで議論してきた情念や感情の分類の中に欲
望が含められていることからも推測される。過去、人間は、欲望、特に飢えからの解放が、人間
の心的な問題の主要な課題であった。スコラ哲学、仏教、儒教、そしてデカルトに共通する情念
の中の欲望の導入（1）は、貧困がもたらす心の占める割合の高さを反映している。欲望は集団の結
束を乱すものとして厳しく統制することが求められた。感情は集団の団結を強固にするものが強
調され、そこからはみ出すものは悪の道徳として体系づけられ強力に排除された。法律は集団の
維持を大命題として構成されていた。仏教では、煩悩として欲は人を苦しませるものとして統御
することが求められ（13）、キリスト教では大罪として7つが挙げられ、その中に肥満が入っている。
性の歴史もまた統制の対象であり、どの文化においても性の欲望の活性化は、集団の規律を満た
すとして規制された（14）。
農業生産が始まってから、豊かさは原始人の狩猟生活と比較すれば、限りなく安定し生産量も
次第に増加した。世界人口推計によれば西暦1年ごろの世界人口は2億人程度だったものが、1500
年ごろには5億人に増加している（15）。しかし依然として環境との相互作用は一方通行であり、自
然災害にはほとんど無力であった。集団は都市や国家を構成しているものの、世界の人口の90％
以上が農民で、わずか10％以下の人々がそれらの食料に依存する支配階級、商人、僧侶などであっ
たが、それでも全員の腹を満たすだけの食料は生産されていなかった。大多数の農民は、自分が
生産したものであっても十分に口に入れることができず、感情で言えば基本的情動の恐怖の支配
下にあった。しかし恐怖だけで何千年を生き続けることは不可能で、民衆にとって「助け合う」
こと、家族や地域の集団による互助や力が生き残る知恵であり、そうでなければ過酷な支配の下
では生き抜くことは不可能であった。そしてその片隅に、出し抜くとか騙す、狡猾な協同などの
行為が見え隠れしていた。民衆は隠れて多神教の神を敬い、祭日のみ恐怖の解放、生の喜び許さ
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れるという状況におかれていた（16，17）。人間の長い歴史には民衆の情念が記録されず、巨大な情
念が底辺で渦巻いていた。
18世紀まではこのように貧困が社会の底流に流れているために、人間一人ひとりの感情は基本
情動が主で、それを止揚する意味で社会的感情が明確にされ、それが集団の感情であった。集団
間の戦争は止むことなく、至るところで侵略戦争が起こっていた。自然災害、伝染病の流行が起
これば、その動因は強くなる一方であった。
２．感情の現在
「現在」という時間的区切りをどこに設定するかは扱う対象によって異なるが、感情の「現在」
がどこから始まったかを考えるに、1800年あたりから物語を起こしたほうが都合がよい（15）。1800
年代までに産業革命が起こり、食料生産の制御や工業化が起こり、貧困の代わりに豊かさと幸福
という言葉が民衆を対象に聴かれるようになってきた。そこは農民の大半が都市に押し寄せてき
た時期に相当し、人口増加や豊かさがそれまでの増加率と比べて不連続に飛躍した時期に相当す
る。
産業革命は、食糧生産に技術革新をもたらした。そして食糧の資源開発により、人口増加に余
裕ができ、これが今日まで続き、現在では地球人口は65億人にまで成長している。この間にも、
食料をめぐる戦争は起こったが、それは以前のような食糧分割を求めるものではなく土地に付随
する工業資源獲得競争であり富の分配であった。この200年間、戦争は絶えることはなく、しば
しば地球上の境界線は変更された。群れの規模の伸長であり、大きくもなり、国の栄枯盛衰は常
であった。
そんな人類の姿ではあったが、集団間の争い、また集団内での争いを防ぐ人間の知恵をめぐら
す人は少なからずいた。前節でも述べたように、人間は細々と、人間とはどうあるべきかを考え
ていた。プラトンは理性というものの重要性を指摘し、感情に囚われない人間の姿を理想として
求めた（18）。宗教は愛という概念を拡張し、寛容と許容性を拡大することによって集団間で、ま
た集団内での共存できる方策を訴え、仏教では欲の弊害から無我を唱えた（19）。
後半にいたると、人間に生得的に付与されているという基本的人権の考え方が導入されてくる。
自由の基本は、本質的に集団に属さない自由、集団間を移動できる自由であり、平等は基本的に
食料分配の原則であった。これらを保証することによって、人間は知恵をさらに広げる時間を獲
得していった。
国境を越えた国際協力は、国際連合として今日に至っている。経済、科学文化、教育、食料、
その他様々な分野に地球規模、すなわちグローバル化の概念が浸透しつつある。先進国はその技
術レベルの高さと資本力により、食料のほとんどを輸入に頼り、先進国での食料問題は見かけ上、
解消されてる。日本では特にそうで、飽食の時代として食べ物の節約という概念が薄れてきてい
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る。お金を出せば世界のあらゆるものを食べることができるという幻想と、また少しの実体を持っ
て成り立っている。世界を広く眺めると、アフリカでは10億人もの人々が飢餓で苦しんでおり、
現在においても地下資源の獲得で戦争が起こり、国境が侵され、食べるにも苦労する国がいたる
ところにある。失業率は高く、意欲だけでは食は満たされず、不満を吐き出す方向に困っている。
そしてこの資源格差は、一旦、境界を含む資源争奪になると、国際連合も無力になる。世界のグ
ローバル化の影に、世界的な物質格差があり、それが感情格差を引き起こしている。貧困の中に
住む人にとっては、中世の農民のように、恐怖の支配につながれ暴力が唯一の解決手段と考えら
れている。
理想として人類は、平和共存の概念は学んだが、依然として核兵器は脅威として有効性を保っ
ており、民族や国家という概念は経済発展を遂げた先進国でも強固になることはあれ消え去るこ
とはなかった。しかし200年前の時代ほど野放しにされることがないのも事実である。
このように現代世界は二極化の方向にあり、貧富の格差は拡大しつつあるのが現状である。こ
こで議論するのは、先進国における感情の現状である。そこでは見かけ上、食料問題は少なく、
社会保障もある程度整い、飢えで死ぬ人はわずかである。人間の欲望は所有が関係する豊かさに
移っていき、お金ですべての物が手に入る社会として多くの人が認めている。
このような世界の食料と安全は二極化の方向にあるとするならば、感情も二極化の方向にある
というのがこの結論である。一方は飢餓に苦しみ安全が脅かされ恐怖と怒りの基本情動が生活の
大半を占め、人と人との連帯という社会的感情の中だけでしか生きられない世界であり、他方は
建前としては人類の自由、平等、博愛に関連する知的感情が支配する世界か、社会的感情の基盤
が失われていく緊張した世界である。どのような感情がその時代で主流を占め、進歩をもたらす
かは、食料と安全の背景で動的に変わっていっている。感情階層説はそのような動的な解釈をも
含んでいる。
３．感情の未来
感情の発生は動物界を見渡すと、常に食住の問題から生じている。もし人間の衣食住が満たさ
れる社会が実現したとしたら、感情の姿はどのようになるだろうか。それは天国か、極楽か、地
獄か、しっかりと考える必要がある。
食料の問題を論じるならば、すべての生物は未だかって地球上で食物が十分に確保されたこと
はない。地球上の65億人の胃袋を満たすだけ食料は生産できていない。しかし局所的に眺めてみ
ると、先進国といわれるところは経済発展を遂げ、必要な食料を世界中から集め、見かけ上の衣
食住が満たされた社会を形成している。日本では餓死した人がいてもわずかであり、それが社会
現象として騒がれることがなく、むしろ「グルメ」が強調される社会である。少なくともお金を
出せば、十分な食物を得ることが可能である。そして日本では食物生産の現場と消費者とかけ離
れ、消費者はボタンを押せば、自動的に弁当が出てくると思える社会になってきている。
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そのような社会は、これまで述べてきた進化論から眺めると、少なくとも限定された資源を獲
得しなければ生きていけないという競争の危険性はひとつもない。ないというより社会の中で見
えてこない社会が形成されれている。そしてすばらしいことに、競争に敗れた人は社会保障によっ
て守られており、このような社会を宗教では天国や極楽として描いた。
このような社会での感情の発生や役割はどうなるのだろうか。第一には食料のための集団を形
成する必要がないということである。もちろんお金を得るための集団というものは必要であるが、
日本ではある程度の生活費はアルバイトやパート雇用で手に入れることができる。そこには全般
的な豊かさをあきらめれば、金を手に入れるための集団の機能も必要でなくなる。
集団を維持する必要がなくなると、感情もまた変化せざるを得ない。特に社会的感情の利他的
感情の部分が必要なくなる。集団に束縛されなくても、最低限のお金と食料が手に入るようにな
れば、これまで社会の基本単位であった家族という群れも必要でなくなり、家庭はある程度の成
長まで留まっている仮の姿となり、互恵の必要性は少なくなる。助け合いは貨幣経済の進展とと
もに衰退し、核家族化は更なる人間関係の希薄化に拍車をかけ、地域や連帯という言葉も無力化
しつつある。
このような推移が戦後日本で起こり、現在さらに強力に進行しているのが現実である。第二次
世界大戦後の日本は、世界でも手本となる高度成長を遂げ、今日の生活レベルは格差が広がって
いるとはいえ、それなりの衣食住は満たされてきた。見かけ上、そのような安全で安心な環境の
中で、感情が進化してきた基盤が失われている社会で、家族が、心が、地域が大切だと叫んでも
何の力にもならない。
だから、食料不足に陥り、自然災害に見舞われ、人々が助け合って生きていく社会がよいかと
いうと、誰もそれを望まない。大きな地震に見舞われたとき、ボランティアとして多くの国民が
被災地に駆けつける姿には、社会的知性の協力や互恵がいまだ生きていることを実感させてくれ
るが、豊かさは、社会的感情の基盤を確実にむしばんでいっている。
さらに社会が進み、コンピュータ技術の進展により、情報化社会では、集団を形成している人
とのコミュニケーションの姿も徐々に変わってきている（20）。これまで人は人とのコミュニケー
ションのために表情筋の能力を500万年かけて進化させ、脳の構造までも変えてきた（21）。これは
人と人のコミュニケーションの視覚情報の情報量の多さが感情伝達にとって重要であることの結
果であった。現在の情報伝達はコンピュータ上の信号であり言葉が含む含蓄性はあるものの対面
伝達の機会が減ったのは確かである。そしてネット社会では、肌のぬくもりもなく、声の温かみ
も感じられない、そして顔も知らない無名性の世界の中でコミュニケーションが行われている。
確かに必要な情報は伝えられ生活の便利さは増しているが、人間の絆の伝達はあいまいになって
いる。さらに自分の現実の生活空間とは別の仮想社会をネット上に作り、その中に自己実現をさ
せる技術も出てきている。
人と人の関係では、喧嘩をすれば嫌な感じが起こり、職場での生きがいを失うがために、人は
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いかに仲良く関係を保つかに現実社会では苦労している。しかし仮想社会では、喧嘩をしてもネッ
トを遮断してしまえばそれで終わる社会である。感情の進化から眺めると不思議な社会の到来で
ある。これまで述べてきた感情の成立基盤は集団の中で関係性を断絶できないがための多様性と
複雑性であった。現実と仮想の乖離が必ずや現実社会の社会病理としてフィードバックしてくる
はずである。またこのような社会が当たり前の社会として育つ若者の感情が適応という面から、
世代間の乖離にならざるをえない。
仮想社会での現実の人間の感情の進化を推論することは難しい。感情を必要としない生活が理
想かどうか不明だが、少なくとも現実社会は、身体が存在する限り、現実の人間と関係性を保た
なければ生きていけない社会であり、多くの人はその中で、苦しみ、悩み、愛し、憎しんでいる
自分を見つめて生きている。それが存在するということは生きている証であり、人間としての条
件を満たしていることになる。感情があるということは、生きる希望、生きがいがあることであ
り、感情はそれのバロメーターともなっている。感情の未来は想像力の問題であり、未来がどの
ような社会になっているかの問題である。現在の芽生えとして資源の対立の精鋭化、情報格差、
環境問題の深刻さ、少子・晩婚・欠婚などが指摘されるが、これから考えられる感情は無感動、
原理主義的と豊かさの極端化が進んだ感情格差、心の格差の社会になるかもしれない。協力と競
争はこれまでの基盤ではあったが、社会的感情の基盤を持たない人々、豊かさを享受できない人々
の新たな出現である。そのような人々が基本情動を強化するほうに向かうのか、新たな知的感情
を見つけるのか、現代は壮大な感情進化の実験場になっている。
ただこの中で、仮想社会で実現できないことは、配偶者の獲得にかかわる感情である。これは
現実社会でしか、実現することができない。そこにネット空間で生活している人々との乖離が起
こってくる。しかしこれも生殖技術の進歩により感情を抜きにした子孫継続が近未来的に実現さ
れようとしている。
４．感情の制御
感情の率直な発露は社会生活において困難を伴うことが多い。特に感情的な暴力を伴うと、こ
れは犯罪になる。世の中には多くの事件があり、そこにはさまざまな人間模様が展開されている。
性犯罪を繰り返す人、汚職に手を染める人、金の亡者となって詐欺に走る人、兄弟までも裏切る
人など、実に多くのドラマがある。人は外部から、何でこんな馬鹿なことをするのか、また繰り
返すのか、たった10万円のことでこれまで築いてきた人生を棒に振ったのかと嘲笑する。
なぜ人は感情に囚われてしまうのだろうか。そしてなぜ囚われてそこから抜け出ることが難し
いのか、古来、多くの人が悩み、苦しんできたテーマである。そしてそこにいくつかの解決法を
見出してきた。道徳がそうであり、法律があり、制裁を与えることによって、感情の暴発の抑制
を期待する。どの人間も、10万円のことで刑務所に入ったり、今まで築いてきた家庭や職を捨て
たくないという思いを抱くであろう。法律に反しない心の問題では宗教がこれまでの役割を担っ
てきた。人は愛することや慈悲を行うことにより救われると。
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感情階層説はこのような問題に対してどのような答えを用意するのかをわれわれは説明しなけ
ればならない。そのとき、感情の誘引は何であったかを考えることがヒントになる。感情階層説
における感情の誘引の基本をまとめると（図1）、原始情動は身体内部の維持が根本で、それの
判断基準はホメオスタシス（恒常性）にあった。最初に生物として、また動物として身体という
実体がなければ、この物語は始まらない。それには摂食、飲水行動などの本能行動は恒常性を保
つための必要条件となる。当然のことながらこの原始情動は個体の問題である。
次の進化の段階である基本情動は5種類あり、その根本は身体を外的な危険から守るというこ
と、そして子孫を残すための競争に勝つことであった。誘引のひとつは動物が肉食という食性を
有していることにある。外部からエネルギー源を入れなければならない宿命にある動物にとって、
動物性タンパク質を取り入れるという効率的な選択を選んだ。そこに基本情動という判断基準を
持った情動が消去できない理由がある。。一方、有性生殖の進化は、必然的に雄雌の獲得競争を
起こし、そのような能力を持つ生物だけが残ってきた。
社会的感情は、群れの形成が誘引の根本である。群れを作ることの利点が進化の中で獲得され、
そのような特性を持つ生物が残ってきた。群れを維持し、群れを守るための機能として協力と競
争が社会的感情の基礎として発生してきた。
知的感情は、ヒトに特異的に存在するものとして定義し、言語機能や一般化、抽象化などわれ
われが有している能力から発展させた社会的感情の人の部分が知的感情である。これは集団間の
共生を主眼として人間が作り出してきたものである。
このような情動・感情の進化の流れを眺めていくと、基本的にいくつかの原則が見出される。
一つはそれぞれの階層の問題点を解決するためにより高い階層の機能を持った動物が生き残って
きたということである。原始情動での矛盾は食性の変化であろう。捕食者―被食者関係が原始情
動の機能だけでは適応を不可能としたがために基本情動の機能を進化させてきた。そして捕食者―
被食者関係は群れ・集団を形成することでより強固な力を持つようになってきた。社会的感情は、
極端な捕食者―被食者関係、つまり絶滅まで進むような矛盾を解決するために発生してきた。最
後の知的感情は集団間の共存をどうするかの知恵として出てこざるを得なかった。進化の示すと
ころでは、より下の階層の論理で矛盾を解決することが難しいことを示している。
このことを人の社会に応用してみると、不快は、基本情動の喜びでもって保証し、基本情動の
恐れは、群れの力で保証し、群れからの逸脱は、知的感情の博愛によって解決するという流れで
ある。逆の解決法である基本情動の恐れは、自己の死でもってしては意味を成さないし、群れか
らの逸脱は、殺人でもっては解決にならない。
ここにわれわれが何に苦しみ悩むのか、そしてそれを解決するためにどうすればよいのかのひ
とつのヒントが隠されている。この議論は以前、「感情の制御」でわれわれは二つの手段を持っ
ているという中のトップダウンの方法に属する（1）。それは社会的感情の矛盾は知的感情によって、
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基本的感情の矛盾は社会的感情によって、原始情動の矛盾は基本情動によって減少させられると
いう考え方である。もちろん、人間はそれ以外に、知的感情が基本情動の矛盾を直接抑えること
も可能である。不快はスポーツするという知恵によって、うまいものを食べに行くことによって
解消されることを知っている。
上でも議論したように感情の氾濫は現実社会の中ではさまざまな形で起こっている。ここでも
し知的感情を学んでいない社会的感情が主たる世界で生きている人では何が起こるであろうか。
力が群れの中での基準であり、群れの中での抑止力は弱まり、自己中心的、狡猾な協同、欺きな
ども横行するであろう。さらに進んで社会的感情も発達していない世界では、身体の維持が主眼
となり、殺人が主たる解決法になる。昨今起こっている青少年の親殺しの中にこのような要素を
見つけることができる。
社会的感情の育成の場は家庭であり、家族であり、地域である。その機能が十分に発揮されな
ければ集団を維持することはできない。兄弟は、けんかの程度を学び、親とのじゃれあいは、痛
さの程度を知らしめてくれる。そして何を行ってはいけないか、どこまでが許されるのかを家族
や群れを通して学んでいく。もしその機能を親が果たせなく、不十分な能力しかなかったとした
ら、解決法はより下層の基本情動の手段に向かってしまう。親殺しや暴力は、おそらく判断機能
の喪失の部分はあったとしても、本人にとって当座の危険を解決する合理的な方法であったに違
いない。しかし社会はそのような解決方法を認めていない。そう考えると子供の成長発達は、社
会的感情と知的感情の学習にある。原始情動は生まれる前から持っており、基本情動も遺伝子の
中に存在する。アヴィロンの野生児のように狼の中で育ったと考えられる子供は基本情動までの
感情しか育つことができなかった（22）。人間は発達とともに対人コミュニケーション能力や自己
を表現する能力などの社会的知性を学び、教育を通して共生の知的感情を学んでいく。ヒトは成
長に長く時間がかかり、10数年の歳月を要する。その間、脳の成長も続き、感情の発達において
は感情の臨界期または敏感期が大切である（1）。ほぼそれまでの期間の母親との愛着が、その後の
子供の性格を決めてしまう。したがって感情の発達から考えて、3歳ごろまでは豊かで安定した
家庭の中で成長することが望ましい。もちろんその後はほっておいても育つものではない。人間
関係の緊密化と相互互助の関係の育成には、過保護や放任からくる感情経験遮断を避け、野外実
習や自然実習などの文明の力を制限した環境の中で生活することがどういうことなのか、現代社
会の感情問題解決の一方向のように思われる。
５．まとめ
われわれを取り巻く環境には、以前見られなかった厳然たる事実がある。それは地球という乗
り物で考えるならば、人類全体を日本のような生活レベルで維持することは不可能であるという
ことである。食料は有限であり、エネルギーもまた有限である。
有限性のこれらを戦争で解決するというのは、有史以来の方法である。人間は知恵をつけてき
福田正治/JLAS（vol.35,2007）35－46
―44―
たというが果たして、人間の欲望と感情の前で有効なのか、有限のものを、無限をベースにした
知恵で乗り越えることができるのか、人間の将来に託された課題である。人類は恐怖という感情
に対して、真に乗り越える術をまだ身に付けていない。博愛、愛、友情は局所的に有効ではあっ
たが、大局的に有効であるかの証明は未だ発展途上にある。
バルカン半島の戦争はその姿を垣間見せてくれる。旧ユーゴスラビアは共産国としてそれなり
の教育レベルを保っていた。入り乱れた民族模様ではあったが、それなりの共存をしていた。し
かしあるときを境に、教育は何の役にも立たず、恐怖という情動と民族という集団の論理が主役
を占めて、悲惨な結末を迎えてしまった。この事例から、人間の知的感情の危うさを危惧せざる
を得ない（23）。
さらに考えていくと、われわれ人類が、45億年かけて生物学的に今日に至ったが、科学技術は
進化論の枠の中で動いているのであろうか、それともヒトは進化論の大きな流れの中から次第に
外れていっているのではないかとの危惧を感じる。感情のメカニズムの研究の進歩から、感情が
環境からではなく脳を介した人為的に制御される時代がやってこようとしているが（24，25）、これ
からの適応は自然ではなく、情報化社会、工業化社会との適応に変わってきている。感情の未来
にとって進化論は想像力として有効なのか、永遠に未踏峰の荒野であるといわざるを得ない。
以前は生活の中で喜怒哀楽を共に感じてくれる人が多くいた。ヒトが死ねば49日間共に死者を
嘆き悲しんでくれ、喜びは日を分けて祝ってくれた。しかし現在は死は一日のこととなり、プロ
グラム化され、日々の仕事の中に埋没してしまっている。人とのつながりは弱まり、関係性はい
つでも切断できる状態に置かれている。喜びや感動もまた短時間に終わらせようとするほど人は
忙しくなってきている。このとき、人はどこに心のアンカーを求めるのだろうか。ヒトが社会的
動物であるということは、ヒトが身体をもつ限り消し去ることはできない。いかなるグローバル
化や科学技術が進歩しようとも、ヒトの脳を改造しない限り、捨て去ることはできない。とする
ならば人はどこかに土着性や関係性を求め続ける。それがどこか、またどのような手段かを考え
たとき、常に霊的、宗教原理主義、スピリチュアルなどの感情が亡霊として現われてくる。人と
人のつながりの中に、癒しを見つけられないとしたら、何で人を人としてつなぎとめておけるだ
ろうか。
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[t 11²³
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  138 52.5% 59 24 24 18 13
2  115 43.7% 25 45 24 12 9
3  110 41.8% 7 12 27 33 31
4  105 39.9% 34 29 21 15 6
5  87 33.1% 20 22 23 11 11
6  69 26.2% 29 14 9 8 9
7  54 20.5% 3 17 15 14 5
8  35 13.3% 3 3 6 9 14
9  31 11.8% 0 5 6 11 9
10  30 11.4% 2 10 7 5 6
[t 21D
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  233 88.6% 115 42 37 27 12
2  222 84.4% 47 92 37 27 19
3 ! 185 70.3% 6 17 83 42 37
4 " 173 65.8% 28 44 29 39 33
5 # 157 59.7% 24 32 19 27 55
6 $ 122 46.4% 14 7 18 53 30
7 %& 56 21.3% 11 6 14 10 15
8 ' 47 17.9% 3 5 7 10 22
9 () 34 12.9% 7 3 4 10 10
10 *+ 15 5.7% 3 3 1 3 5
[t 31
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ,-. 147 55.9% 83 17 20 13 14
2 /01 143 54.4% 47 59 14 15 8
3 231 116 44.1% 0 37 42 15 22
4 451 89 33.8% 3 5 23 35 23
5 (6&. 49 18.6% 12 9 10 13 5
6  45 17.1% 22 10 6 3 4
7 78. 44 16.7% 1 8 5 15 15
8 9 40 15.2% 12 10 10 5 3
9 : 37 14.1% 11 4 8 9 5
10 #. 27 10.3% 2 1 4 9 11
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[t 41á
¸¿
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 /; 114 43.3% 75 11 12 10 6
2 <; 63 24.0% 1 44 9 3 6
3 =; 42 16.0% 0 0 28 10 4
4 >; 38 14.4% 1 1 2 27 7
5 ?; 37 14.1% 13 16 3 4 1
6 @AB 34 12.9% 8 8 5 7 6
7 CDE 33 12.5% 9 9 5 4 6
8 F; 28 10.6% 0 1 3 1 23
9 @GE 25 9.5% 6 8 3 2 6
10 @HE 22 8.4% 8 3 5 3 3
[t 51â
¸¿
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 I 84 31.9% 57 12 6 5 4
2 JK 25 9.5% 7 4 5 4 5
3 LG 25 9.5% 3 7 8 2 5
4 LK 23 8.7% 1 6 3 4 9
5 MN 23 8.7% 4 7 8 1 3
6 MBG 21 8.0% 3 8 3 2 5
7 MLJ 19 7.2% 4 1 5 7 2
8 OPQ 19 7.2% 2 4 5 3 5
9 RSG 18 6.8% 6 4 3 3 2
10 GPQ 18 6.8% 1 2 6 6 3
[t 61j
´\k
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 T 258 98.1% 47 133 58 15 5
2 U 256 97.3% 198 32 18 4 4
3 V 248 94.3% 7 58 141 37 5
4 W 196 74.5% 2 29 21 111 33
5 XL 166 63.1% 4 1 8 59 94
6 YY 45 17.1% 0 1 3 15 26
7 MZ 32 12.2% 0 2 3 2 25
8 X[\ 22 8.4% 2 0 1 4 15
9 P]^ 15 5.7% 1 0 0 2 12
10 _ 13 4.9% 0 0 0 2 11
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[t 71ñ´
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 N` 195 74.1% 54 58 41 29 13
2 a 192 73.0% 61 68 33 19 11
3 b 174 66.2% 69 24 37 25 19
4 c5 146 55.5% 27 24 30 39 26
5 def 82 31.2% 14 21 23 15 9
6 ghi 78 29.7% 12 9 13 18 26
7 -j 66 25.1% 3 14 12 19 18
8 j 56 21.3% 1 5 22 12 16
9 d)k 52 19.8% 4 7 10 13 18
10 lmj 24 9.1% 1 5 2 10 6
[t 81µ¢
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 nop) 162 61.6% 84 33 11 17 17
2 qdnr 114 43.3% 33 30 27 17 7
3 s 102 38.8% 14 22 21 23 22
4 &t 101 38.4% 15 29 23 18 16
5 uv 68 25.9% 1 11 22 16 18
6 t 67 25.5% 14 18 9 14 12
7 w4 61 23.2% 9 12 10 13 17
8 qt 47 17.9% 8 10 11 8 10
9 xyzN 41 15.6% 1 8 10 9 13
10 {| 33 12.5% 1 6 5 11 10
[t 91ñ0
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 }~ 250 95.1% 77 116 45 9 3
2  224 85.2% 47 54 98 18 7
3  161 61.2% 53 32 32 35 9
4 }N 92 35.0% 41 16 14 13 8
5 N 56 21.3% 0 0 2 33 21
6  46 17.5% 23 4 13 5 1
7 |E 37 14.1% 0 2 1 15 19
8  36 13.7% 3 3 7 7 16
9 4) 19 7.2% 0 3 6 3 7
10 w4H 18 6.8% 0 0 3 3 12
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[t 101ñòóô
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  221 84.0% 114 74 18 11 4
2  216 82.1% 86 73 30 18 9
3  188 71.5% 3 21 51 67 46
4 Q 146 55.5% 5 11 75 35 20
5  118 44.9% 5 31 18 27 37
6  89 33.8% 3 2 9 29 46
7  54 20.5% 33 5 3 6 7
8  48 18.3% 5 28 6 5 4
9 vb 20 7.6% 0 1 7 7 5
10  18 6.8% 0 0 6 6 6
[t 111v(vX)
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  198 75.3% 92 64 25 11 6
2  168 63.9% 24 37 30 33 44
3  155 58.9% 37 29 37 25 27
4  106 40.3% 11 7 38 38 12
5   101 38.4% 1 7 11 37 45
6 ¡ 89 33.8% 8 25 26 19 11
7  75 28.5% 4 24 24 17 6
8 ¢£ 59 22.4% 20 4 7 8 20
9 ¤ 46 17.5% 9 9 10 11 7
10 ¥¦ 20 7.6% 7 2 3 4 4
[t 121¶·
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 %w§ 187 71.1% 90 49 19 13 16
2 b 140 53.2% 38 53 25 12 12
3 ¨4(© 106 40.3% 18 25 29 23 11
4 ª« 102 38.8% 28 19 13 17 25
5 5ªv 83 31.6% 9 10 32 20 12
6 hf 72 27.4% 10 13 13 15 21
7 c 51 19.4% 6 13 9 16 7
8 n¬ 48 18.3% 1 3 15 20 9
9 & 39 14.8% 7 6 6 6 14
10 b¨© 32 12.2% 3 2 7 10 10
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[t 131¸"
´\k
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ­ 237 90.1% 35 143 40 14 5
2 ® 206 78.3% 128 41 19 8 10
3 ¯ 117 44.5% 39 22 25 17 14
4 ° 102 38.8% 23 6 40 14 19
5 ± 88 33.5% 3 6 15 34 30
6 ² 82 31.2% 1 8 23 17 33
7 ³ 51 19.4% 3 3 9 18 18
8 ´ 48 18.3% 11 2 18 10 7
9 µ 39 14.8% 3 4 8 14 10
10 ¶ 33 12.5% 0 1 8 13 11
[t 141 
¸¿
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ·¸¹ 136 51.7% 49 28 29 18 12
2 º»¹ 87 33.1% 15 23 18 20 11
3 ¼½¹ 74 28.1% 26 18 11 18 1
4 ¾¹ 67 25.5% 23 14 16 6 8
5 ¿4f¹ 64 24.3% 18 14 9 11 12
6 wÀÁ¹ 59 22.4% 4 12 14 16 13
7 |%¹ 48 18.3% 5 13 9 12 9
8 !Â 39 14.8% 3 10 6 12 8
9 ÃÄÅ¹ 37 14.1% 8 12 6 5 6
10 #Æ¹ 29 11.0% 3 5 8 5 8
[t 151õö
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ÇQ 93 35.4% 40 27 17 5 4
2 È 78 29.7% 56 11 7 4 0
3 Ç 78 29.7% 16 53 5 3 1
4 ÉEN 73 27.8% 6 29 22 7 9
5 ¦ 73 27.8% 2 3 5 60 3
6 ÊËEN 69 26.2% 44 7 7 7 4
7 ÈÌ 69 26.2% 31 11 17 6 4
8 ÉEJ 68 25.9% 2 35 22 8 1
9 Í 67 25.5% 0 4 53 4 6
10 ¦EN 61 23.2% 6 10 16 16 13
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[t 161¹º
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 Î 158 60.1% 45 38 39 22 14
2 Ï 144 54.8% 52 25 22 22 23
3 Ð 136 51.7% 41 41 19 15 20
4 Ñ 98 37.3% 2 22 33 24 17
5 4no 74 28.1% 10 18 21 11 14
6 Ò§t 44 16.7% 9 10 9 9 7
7 Ó 39 14.8% 0 10 7 16 6
8 e¿ 37 14.1% 9 8 5 5 10
9 ÔJÕ 28 10.6% 4 8 9 4 3
10 t 22 8.4% 7 5 2 4 4
[t 171»
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 Ö 200 76.0% 5 32 108 39 16
2 × 194 73.8% 103 37 28 20 6
3 Ø 193 73.4% 8 102 35 28 20
4 Ù 163 62.0% 79 17 6 43 18
5 wf| 77 29.3% 12 12 9 14 30
6 ÚÛ 39 14.8% 1 5 6 14 13
7 Û 35 13.3% 2 0 3 8 22
8 Üf 29 11.0% 3 4 8 2 12
9 nb 23 8.7% 6 2 3 5 7
10 rªn¿ 22 8.4% 2 1 5 7 7
[t 181Iô
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 QyZ 201 76.4% 110 50 20 7 14
2 JGy 154 58.6% 16 56 40 22 20
3 ÔÔ 127 48.3% 40 24 25 20 18
4 ÝÞÊ 122 46.4% 7 15 37 35 28
5 NßZ 98 37.3% 22 17 20 18 21
6 àE 83 31.6% 10 17 25 18 13
7 á 73 27.8% 8 6 13 32 14
8 ¨¿¿ 68 25.9% 6 20 14 8 20
9 OAâyã 53 20.2% 4 10 8 15 16
10 4¿rf 44 16.7% 6 7 9 10 12
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[t 191
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ,- 203 77.2% 179 15 6 0 3
2 wá© 192 73.0% 35 106 26 12 13
3 hª 126 47.9% 5 11 29 40 41
4 4© 115 43.7% 7 21 39 27 21
5 8 110 41.8% 4 28 46 15 17
6 54 82 31.2% 3 8 20 29 22
7 4b©w 60 22.8% 5 9 9 22 15
8 w 42 16.0% 2 4 8 18 10
9 ä 40 15.2% 1 11 14 8 6
10 45 29 11.0% 1 3 6 10 9
[t 201¼¬ñ
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 %g 183 69.6% 96 37 20 20 10
2 6 140 53.2% 40 47 24 21 8
3 cc 65 24.7% 8 9 22 14 12
4 |ª¬ 51 19.4% 9 14 13 9 6
5 )(¿f5åkn 48 18.3% 15 10 7 8 8
6 æç 48 18.3% 9 16 11 8 4
7 æif 48 18.3% 9 10 14 7 8
8 ¨ 42 16.0% 5 3 9 11 14
9 o 20 7.6% 3 3 3 6 5
10 ècf 20 7.6% 0 2 5 5 8
[t 211#½³
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 hiéo 171 65.0% 70 43 23 18 17
2 Àª 167 63.5% 33 59 41 19 15
3 Vê 152 57.8% 69 28 23 19 13
4 n& 86 32.7% 8 12 17 28 21
5 w45 85 32.3% 2 11 29 25 18
6 w4ª4¿ 54 20.5% 8 11 11 13 11
7 ÀÜtèw 47 17.9% 6 9 10 11 11
8 { 32 12.2% 1 5 5 11 10
9 ¡ë* 23 8.7% 2 6 3 6 6
10 ©r 18 6.8% 0 2 9 2 5
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[t 221¾G
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ì 126 47.9% 95 11 7 9 4
2 *í 91 34.6% 63 14 5 3 6
3 îí 69 26.2% 14 35 11 4 5
4 ìï 62 23.6% 0 58 3 1 0
5 ð 61 23.2% 10 29 15 6 1
6 ñ 59 22.4% 0 0 3 0 56
7 ñï 57 21.7% 0 1 1 53 2
8 òó 55 20.9% 1 0 52 2 0
9 ô 53 20.2% 15 10 16 8 4
10 õí 51 19.4% 11 7 9 10 14
[t 231¿¶
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ª( 86 32.7% 37 14 18 7 10
2 ö÷ 82 31.2% 21 19 16 14 12
3 øv 70 26.6% 20 12 15 16 7
4 ©{ 57 21.7% 12 20 11 7 7
5 d)k 55 20.9% 21 16 9 2 7
6 q 44 16.7% 12 9 10 6 7
7 ¥¦ 43 16.3% 10 8 4 14 7
8 ùú 35 13.3% 15 5 6 6 3
9 ûü7 32 12.2% 11 5 8 2 6
10 ýþ 31 11.8% 2 4 4 13 8
[t 241ÀÁ
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ev 217 82.5% 136 44 19 13 5
2 &ub 160 60.8% 14 90 31 15 10
3 no 88 33.5% 10 11 20 30 17
4 Àt© 86 32.7% 13 8 23 26 16
5 ¨b 83 31.6% 8 15 19 21 20
6 w© 81 30.8% 12 12 20 15 22
7 dv 64 24.3% 13 12 10 16 13
8  56 21.3% 7 7 20 9 13
9 | 45 17.1% 4 7 10 11 13
10 te© 37 14.1% 9 5 11 4 8
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[t 251
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 À{ 144 54.8% 42 34 22 23 23
2  98 37.3% 23 25 19 14 17
3 4 87 33.1% 12 32 19 16 8
4 b4 81 30.8% 24 14 12 17 14
5 OyX 80 30.4% 14 17 22 8 19
6 w 64 24.3% 14 9 12 19 10
7 e© 63 24.0% 19 10 14 11 9
8 ¨ 58 22.1% 5 18 15 12 8
9 w 53 20.2% 18 6 12 11 6
10 ( 43 16.3% 7 9 11 9 7
[t 261ª«
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 r 95 36.1% 62 13 7 6 7
2 ôô 87 33.1% 28 18 16 17 8
3  84 31.9% 39 18 15 5 7
4 Àu 70 26.6% 3 29 24 9 5
5 é 62 23.6% 1 20 21 10 10
6 		 38 14.4% 6 5 11 7 9
7 
 34 12.9% 3 9 5 9 8
8  17 6.5% 6 1 2 1 7
9  17 6.5% 4 7 3 3 0
10 {r 15 5.7% 0 3 2 8 2
[t 271ÂÃ³
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 b¨p 136 51.7% 67 41 16 10 2
2  97 36.9% 39 36 14 7 1
3 pÒ 83 31.6% 34 25 10 9 5
4 ê 37 14.1% 1 16 7 8 5
5  25 9.5% 3 10 3 3 6
6 nop) 20 7.6% 7 2 4 2 5
7 4 17 6.5% 8 1 2 2 4
8 uv 15 5.7% 1 1 7 4 2
9 w4 11 4.2% 2 2 1 3 3
10 t 10 3.8% 1 3 3 3 0
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[t 281Äy
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  181 68.8% 93 30 27 17 14
2  160 60.8% 34 53 34 22 17
3 7 156 59.3% 44 51 27 22 12
4  93 35.4% 20 20 21 20 12
5 : 70 26.6% 4 10 23 21 12
6 @[XK 57 21.7% 7 16 10 14 10
7  52 19.8% 4 8 8 16 16
8 * 34 12.9% 2 7 12 5 8
9  22 8.4% 0 2 11 7 2
10  21 8.0% 4 7 3 3 4
[t 291¤
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  195 74.1% 115 13 13 16 38
2  ! 129 49.0% 20 27 28 36 18
3 "# 123 46.8% 6 37 40 27 13
4 0$ 117 44.5% 33 17 8 34 25
5 2% 85 32.3% 0 21 38 17 9
6 0& 70 26.6% 7 15 13 17 18
7 '( 67 25.5% 21 10 7 10 19
9 )* 64 24.3% 4 23 15 9 13
8 +, 62 23.6% 7 16 16 13 10
10 -. 44 16.7% 6 7 8 8 15
[t 301Å
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 t©/ 229 87.1% 121 60 29 15 4
2 0/ 207 78.7% 75 64 41 21 6
3 4ªv/ 205 77.9% 14 47 81 53 10
4 Ò51/ 167 63.5% 5 28 44 60 30
5 å/ 65 24.7% 3 7 9 19 27
6 (v2/ 30 11.4% 3 1 3 9 14
7 ·3 23 8.7% 2 1 3 2 15
8 4526 19 7.2% 5 4 2 3 5
9 ©& 16 6.1% 5 4 3 2 2
10 7/ 16 6.1% 0 3 3 2 8
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[t 311|}
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 89 202 76.8% 117 51 21 9 4
2 :;9 121 46.0% 18 35 45 15 8
3 <=9 114 43.3% 14 41 33 12 14
4 /9 85 32.3% 16 19 18 25 7
5 ª©À 45 17.1% 9 6 12 8 10
6 >=? 40 15.2% 2 14 9 6 9
7 @¤ 24 9.1% 6 4 4 4 6
8 AB? 24 9.1% 2 5 2 6 9
9 4 23 8.7% 0 8 2 5 8
10  C 22 8.4% 5 4 5 5 3
[t 321Æô
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 nè©r 90 34.2% 25 27 17 12 9
2 bqq 82 31.2% 19 19 23 13 8
3 CXQ 77 29.3% 25 15 12 14 11
4 ¨ª 64 24.3% 19 10 18 9 8
5 d 47 17.9% 25 10 6 5 1
6 © 47 17.9% 4 17 10 6 10
7 I 26 9.9% 10 12 3 1 0
8 pæ 22 8.4% 7 3 4 5 3
9  22 8.4% 4 5 5 3 5
10 D 21 8.0% 6 6 7 1 1
[t 331Çô
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 E 84 31.9% 25 16 16 19 8
2 F 72 27.4% 43 12 6 9 2
3  68 25.9% 10 34 7 10 7
4 GH 61 23.2% 6 13 18 13 11
5 ZRy 58 22.1% 39 13 2 1 3
6 9 53 20.2% 0 13 17 11 12
7 ªá 36 13.7% 9 5 6 10 6
8 ) 32 12.2% 17 3 4 5 3
9 ¨{ 23 8.7% 2 9 9 3 0
10 ÊÞy 21 8.0% 1 2 9 4 5
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[t 341Èô
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 IJ 86 32.7% 43 15 9 11 8
2 Àu 63 24.0% 13 27 14 6 3
3 KL 56 21.3% 6 13 19 9 9
4 /ú 35 13.3% 9 10 7 4 5
5 Mú 34 12.9% 8 5 6 7 8
6 NOú 19 7.2% 0 2 5 7 5
7 PQR 16 6.1% 7 4 2 2 1
8 ©qb 15 5.7% 8 3 1 2 1
9 S- 15 5.7% 0 1 1 7 6
10 TU 14 5.3% 0 1 7 3 3
[t 351k
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 #V 182 69.2% 50 72 51 4 5
2 "V 179 68.1% 71 83 18 3 4
3 !+VW 133 50.6% 41 12 69 6 5
4 æ45 48 18.3% 16 7 16 7 2
5 ,-V 41 15.6% 24 3 6 6 2
6 wá©V 36 13.7% 2 17 4 6 7
7 pg45 33 12.5% 8 10 8 5 2
8 ç{45 32 12.2% 5 12 9 2 4
9 ÒÜ& 22 8.4% 2 2 4 9 5
10 áng 20 7.6% 0 1 3 10 6
[t 361ÉÊ\k
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  207 78.7% 54 81 38 20 14
2 GX 192 73.0% 57 47 44 24 20
3 ¨ 153 58.2% 33 25 43 34 18
4 dÜ 132 50.2% 34 23 27 23 25
5 ¨) 123 46.8% 17 13 25 40 28
6 YX 72 27.4% 10 8 9 18 27
7 ¨5| 65 24.7% 11 13 16 12 13
8 ª{k 33 12.5% 3 1 9 7 13
9 *Z 27 10.3% 4 5 5 7 6
10 [3 18 6.8% 1 5 2 6 4
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[t 371÷øñ
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 I\]?; 184 70.0% 80 57 25 11 11
2 &^_= 184 70.0% 78 62 23 14 7
3 `Èa 66 25.1% 5 15 26 11 9
4 Ibc= 43 16.3% 4 2 9 14 14
5 d82e 39 14.8% 3 9 12 8 7
6 d8fg 33 12.5% 9 5 9 3 7
7 oheè 28 10.6% 6 4 5 8 5
8 ijk( 26 9.9% 4 1 7 11 3
9 Il?; 26 9.9% 2 4 10 5 5
10 mn6o 22 8.4% 4 5 4 5 4
[t 381Ë¸´
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ç&) 162 61.6% 70 52 24 7 9
2 ³p 131 49.8% 30 38 32 13 18
3 %w 126 47.9% 33 25 27 26 15
4 e)) 95 36.1% 14 23 18 20 20
5 4©{ 63 24.0% 10 10 12 22 9
6 qr 40 15.2% 14 5 11 8 2
7 w&) 30 11.4% 0 2 6 14 8
8 áuç 28 10.6% 2 6 8 4 8
9 {ª 17 6.5% 2 2 3 2 8
10 cf 15 5.7% 3 3 3 0 6
[t 391Ìô
Ù
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 s 141 53.6% 40 36 19 27 19
2 t 108 41.1% 12 29 32 22 13
3 u 104 39.5% 51 17 20 11 5
4 v» 94 35.7% 45 17 14 9 9
5 w 86 32.7% 9 17 24 22 14
6 5w 62 23.6% 10 20 9 10 13
7 xy 62 23.6% 4 12 13 16 17
8 z{ 60 22.8% 13 21 5 14 7
9 |} 31 11.8% 8 9 5 3 6
10 v~ 25 9.5% 3 3 7 2 10
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[t 401^E
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  238 90.5% 88 103 21 19 7
2 EÊL 211 80.2% 29 29 44 82 27
3  189 71.9% 78 34 32 23 22
4 J 141 53.6% 7 12 15 27 80
5  128 48.7% 4 3 76 20 25
6 ^EÊ 105 39.9% 19 44 23 11 8
7 JQy 53 20.2% 2 5 12 18 16
8 g 30 11.4% 1 5 4 9 11
9  22 8.4% 2 1 3 8 8
10 Àç 11 4.2% 1 1 1 2 6
[t 411Í"
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  136 51.7% 6 27 23 54 26
2 * 133 50.6% 43 26 26 21 17
3 n 122 46.4% 10 4 23 32 53
4 × 110 41.8% 2 39 22 22 25
5 7X 110 41.8% 47 9 36 9 9
6  86 32.7% 24 28 15 8 11
7 5 79 30.0% 6 12 13 21 27
8 / 77 29.3% 23 27 14 6 7
9  38 14.4% 26 7 2 3 0
10  24 9.1% 5 4 6 2 7
[t 421Î
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ` 202 76.8% 54 70 30 30 18
2 ª 178 67.7% 56 38 36 21 27
3 ¨á 101 38.4% 15 24 26 21 15
4  77 29.3% 19 20 13 13 12
5  68 25.9% 14 9 12 19 14
6  65 24.7% 4 14 15 16 16
7 4p 37 14.1% 9 5 7 12 4
8 Q 36 13.7% 6 6 6 10 8
9 " 36 13.7% 5 4 11 9 7
10  25 9.5% 9 6 2 4 4
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[t 431Ï
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ug© 151 57.4% 102 26 14 3 6
2  145 55.1% 74 40 16 9 6
3 õ 129 49.0% 12 59 27 17 14
4  91 34.6% 10 32 28 14 7
5  71 27.0% 5 19 21 12 14
6 xu 71 27.0% 0 9 32 21 9
7 4(& 36 13.7% 4 9 11 9 3
8 *í 34 12.9% 5 4 2 8 15
9  29 11.0% 2 2 7 12 6
10 u 27 10.3% 6 5 5 5 6
[t 441Ðh;

   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 P 134 51.0% 46 38 23 13 14
2 * 114 43.3% 41 23 16 21 13
3 pª 104 39.5% 53 23 8 11 9
4 pÒ 101 38.4% 9 22 37 16 17
5 è 72 27.4% 12 10 19 17 14
6 ê 70 26.6% 5 16 16 16 17
7  56 21.3% 8 9 9 18 12
8 ()è 48 18.3% 8 10 15 11 4
9 $ 29 11.0% 7 8 7 4 3
10 kf 27 10.3% 5 3 8 7 4
[t 451Ñxô
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1  217 82.5% 169 31 13 2 2
2  161 61.2% 6 59 57 27 12
3 þ 149 56.7% 17 17 37 49 29
4  143 54.4% 9 54 31 26 23
5 ¨ 115 43.7% 15 28 36 22 14
6 ¨4& 65 24.7% 3 20 16 14 12
7  59 22.4% 1 6 11 16 25
8   40 15.2% 4 6 7 12 11
9 b& 32 12.2% 3 2 6 10 11
10 ¬pb 24 9.1% 8 1 4 5 6
松井三枝・中坪太久郎/JLAS（vol.35,2007）61－84
―80―
[t 461h;

   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 åf 205 77.9% 64 66 38 24 13
2 Ü 121 46.0% 46 23 21 16 15
3 øb 116 44.1% 16 17 24 25 34
4 A[ 82 31.2% 61 12 6 2 1
5 e 79 30.0% 8 10 18 21 22
6 |èf 78 29.7% 11 27 22 14 4
7 r 73 27.8% 5 7 29 21 11
8 ¡¢[ 66 25.1% 2 5 9 24 26
9 © 48 18.3% 9 16 7 11 5
10 4Òf 48 18.3% 1 9 18 11 9
[t 471Ò
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ¨ª 137 52.1% 40 38 21 23 15
2 nè©r 127 48.3% 47 26 24 14 16
3 CXQ 112 42.6% 31 24 24 18 15
4 Ï 96 36.5% 36 22 12 16 10
5 bqq 88 33.5% 11 16 23 23 15
6 © 81 30.8% 10 15 25 12 19
7 pæ 47 17.9% 11 11 8 8 9
8 Ñ 39 14.8% 0 16 9 6 8
9  34 12.9% 10 5 5 9 5
10 w4 34 12.9% 3 8 5 12 6
[t 481ÓÔ
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 u 196 74.5% 108 50 19 11 8
2 £ 134 51.0% 79 21 17 8 9
3 ¤¥ 68 25.9% 7 25 16 9 11
4 REG 57 21.7% 5 12 18 10 12
5 ¦§8 43 16.3% 1 14 11 12 5
6 4hf¨© 39 14.8% 5 9 13 8 4
7 "ª¥ 38 14.4% 1 8 12 10 7
8 «¬ 37 14.1% 3 12 9 7 6
9 ¦­® 37 14.1% 0 8 11 10 8
10 ¯°¥ 31 11.8% 4 12 7 5 3
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[t 491Õ·
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 ± 120 45.6% 78 27 10 3 2
2 ² 106 40.3% 33 40 15 8 10
3 BQ 88 33.5% 5 20 23 26 14
4 ³ 86 32.7% 34 20 17 9 6
5 ¿4h 56 21.3% 9 13 16 11 7
6 ´ 48 18.3% 3 10 17 8 10
7 %f 36 13.7% 11 13 7 2 3
8 µ 35 13.3% 0 15 9 7 4
9 ¶· 34 12.9% 4 9 6 6 9
10 Ù¸ 29 11.0% 13 7 6 1 2
[t 501}Ö´
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 AEv 233 88.6% 20 133 49 19 12
2 ¹yº[ 211 80.2% 138 44 16 10 3
3 « 161 61.2% 58 34 37 16 16
4 f« 90 34.2% 2 17 26 26 19
5 »¼ 79 30.0% 2 1 25 35 16
6 Ô½OE 61 23.2% 2 1 25 17 16
7 « 59 22.4% 23 7 11 10 8
8 § 36 13.7% 0 3 13 10 10
9 ROJ 32 12.2% 3 1 5 9 14
10 ½Q 23 8.7% 3 1 4 4 11
[t 511×Ø
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 å4 226 85.9% 139 40 27 16 4
2 hi4w 195 74.1% 21 65 75 22 12
3 fk 195 74.1% 51 69 44 20 11
4 ¨áªf5 92 35.0% 4 17 18 30 23
5 f 75 28.5% 0 18 13 29 15
6 2¾ 53 20.2% 4 4 2 25 18
7 wá 37 14.1% 3 3 6 8 17
8 (f 30 11.4% 0 1 7 14 8
9 fp 27 10.3% 1 5 2 7 12
10  25 9.5% 4 3 8 4 6
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[t 521ùÙ
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 yÕy 191 72.6% 82 33 38 20 18
2 tc 146 55.5% 27 36 32 25 26
3 )b 96 36.5% 14 23 15 23 21
4 À 95 36.1% 30 18 19 16 12
5 bÀç 91 34.6% 6 15 21 27 22
6 K¿ÊQ 83 31.6% 16 20 17 18 12
7 %À 77 29.3% 7 24 18 12 16
8 ÕÀNÔ 72 27.4% 9 15 15 20 13
9 2» 71 27.0% 20 19 10 13 9
10 ¿ 62 23.6% 9 13 16 15 9
[t 531ùÚóô
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 &À 121 46.0% 23 37 24 20 17
2 Á 96 36.5% 38 24 19 10 5
3 f 88 33.5% 22 18 16 18 14
4 ª4( 75 28.5% 20 12 14 15 14
5 bÂt 69 26.2% 13 11 15 13 17
6 tç 58 22.1% 14 18 14 7 5
7 4§ 58 22.1% 14 16 11 13 4
8 ª 55 20.9% 7 15 11 11 11
9 ((| 53 20.2% 23 9 6 11 4
10 ÊOÃ 49 18.6% 10 12 8 13 6
[t 541q
¸¿
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 Ä?Å 212 80.6% 102 54 30 17 9
2 ÆÅ 149 56.7% 53 31 33 15 17
3 ¨c) 110 41.8% 18 33 29 15 15
4 ÇÈÅ 49 18.6% 6 12 9 11 11
5 wfr 38 14.4% 5 3 12 10 8
6 "Å 32 12.2% 8 13 6 3 2
7 ÒÀª 28 10.6% 3 8 6 6 5
8 t©À 26 9.9% 0 8 4 7 7
9 noæªÀ 21 8.0% 0 2 5 7 7
10 æeª 20 7.6% 3 1 7 3 6
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[t 551·¸
   	
 R1 R2 R3 R4 R5
1 bæ© 44 16.7% 15 6 11 7 5
2  ÉOyX 34 12.9% 11 3 9 10 1
3 J½Ôy@ 34 12.9% 2 16 8 4 4
4 4n 33 12.5% 15 6 7 2 3
5 nÊËÌ 27 10.3% 11 3 7 0 6
6 ÎyÍÈ 14 5.3% 1 5 3 2 3
7 k@HE 11 4.2% 3 3 1 3 1
8 
ÎÏ 9 3.4% 2 3 1 0 3
9 #dwtp 9 3.4% 2 3 2 1 1
10 åb 9 3.4% 1 4 0 1 3
1 123456789:;<=>4?@A
1 22B5634CDE!4?F;<A
1 32R1GR5567HIHJK89GJL89M?;<4?@A
1 42NOPQ@<R>534STUV;634:4WX5JK89STUV;<A
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Medical English materials design: Connecting topics and tasks 
Lesley D. Riley 
Abstract  
Part I of this research study (Riley, 2005) presented preliminary results of a pre-course 
survey and post-course needs analysis administered to Japanese medical and pharmaceutical 
university students. The study addresses the predicament that many teachers, syllabus writers 
and course designers have in selecting course content and materials appropriate to both 
student interests and language learning needs. The study aims to identify a clearer picture of 
language learners with specific needs in order to apply this knowledge toward designing 
materials for classroom use. Part I results identified students’ preferred focus for language 
learning skills, preferred course content for general English or medical English and preferred 
classroom groupings. Part II currently reports students’ feedback regarding preferences for 
general English topics, specialty medical topics, controversial medical topics and classroom 
task types, as well as learner perceptions of the degree of usefulness of language tasks. The 
implications of these results for materials development are examined with reference to task-
based language teaching principles by presenting an example of a collaborative classroom 
task designed to take into account the many variables toward addressing language learning 
needs. 
Introduction  
Although a number of evaluation of language learning courses and materials have attempted to obtain 
learners’ feedback, in general post-course, there is less systematic research published on what learners in fact 
want or prefer their learning materials to do (Riley, 2005, p.205). This study presents, in two parts, issues 
related to designing materials that take into account the voices of medical and pharmaceutical university 
students in Japan. 
Part I investigated students’ preferred focus for language learning skills, preferred course content for 
general English or medical English and preferred classroom groupings.  Part II attempts to further fill this 
research gap by obtaining learner feedback that helps identify topics and tasks for the needs of learners of 
English for specific purposes (ESP). Ascertaining language learning related needs can also provide teachers 
and course writers with a rationale for stating course goals and objectives that are tailored to the needs of a 
specific group of learners (Feez, 1998). Along with a belief in principles of task-based language teaching 
(TBLT), the results of the study have led to an interest for the author over the last 2-3 years in designing and 
piloting a variety of English language learning tasks and activities, primarily focusing on oral communication 
and building medical and health-related vocabulary.  
Participants 
The target population for Part II of this study at the University of Toyama, Sugitani Campus, 
comprises 29 male and 13 female university students in their third or fourth year of undergraduate study 
majoring in medicine and attending required English courses of fifteen, 90 minute lessons, once a week. Ages 
range from 21 to 38. The average age is 23.7 years and the average number of years studying English is 10.6 
years, with a range of between 5 – 20 years. All students are native speakers of Japanese, four students already 
speak English very well and one student speaks French. 
Instruments and procedures
A pre-course survey comprising three parts was administered to Medical year 1, 3 and 4 students in 
2005 Spring and Fall semesters with the purpose of identifying: a) students’ perceived preferences for 
language skills focus and improvement, b) how they felt about course content, and c) their preferred classroom 
groupings. A questionnaire comprising five parts was administered post-course and retrospectively for the 
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purpose of obtaining feedback regarding preferences for general English topics, specialty medical topics, 
controversial medical topics and classroom task types as well identifying learners’ perceived usefulness of 
language learning tasks.  
Part I Summary: Pre-course survey results  
Initial research questions that were presented in Part I of this study are listed below, each with a 
summary of results.  For this section, subjects surveyed were 1
st
 and 3
rd
 year Medical students and 1
st
 year 
Pharmacy students. (n=175)
1. What English language skills do university students want to focus on and improve, in required English 
courses?
Results showed an overwhelming need or preference by learners to focus primarily on listening skills (121) 
followed by speaking skills (114). Of these speaking skills, responses extended to refer to specific aspects of 
speaking, - conversation (36), pronunciation (8), oral reports (2). The third most salient focus was vocabulary 
(35). Reading ranked higher than writing and grammar ranked lowest. Significantly, the majority of students 
wanted more exposure to English and more opportunities to practice and improve listening and speaking skills. 
2. Do students prefer general English or medical English as the focus for course content?
Combined results showed 84.34% of all respondents wanted some component of medical English. However, 
(48.19%) indicated they preferred a course that offers a combination of general English and medical English. 
The remainder, 36.15%, wished to focus primarily on their major of medicine.  
3. What are students preferred groupings in an English classroom? 
Regardless of their major or difference in years of study, a significant number of students preferred to 
collaborate with each other, either in pairs or small groups (80.81%). This considerably outweighed those who 
preferred individual study (19.17%).   
Part II
Research Questions  
1. What language topics do students consider useful for a required medical English course?  
2. What language learning tasks do students consider useful for a required medical English course?  
3. How can results of student preferences best be applied to materials development?  
Results and Discussion: post course  
The subjects for this section of the survey were confined to medical 3
rd
 and 4
th
 year students as the course title for 3
rd
and 4
th
 year medical courses in English, set by the Liberal Arts Department, is ‘Medical English’.  
Table 1: Medical-related topics (n =42)
3
rd
 & 4
th
 year medical  Rankings  
1. General Medical 
Topics:
[22] Emergency Room (ER)   
[18] Medicine in other countries  
[17] Injuries and Wounds (e.g. fractures, bruises, burns, cuts)  
[15] First Aid  
[14] Body systems (circulatory, nervous, digestive, cardiovascular) 
[14] Sports injuries 
[14] Case studies of patients 
[12] Body Parts (brain, lungs, liver, heart, intestines) 
[12] Allergies 
[11] Diet & Nutrition 
[11] Hospices 
[10] Exercise & Sports 
[10] Stress 
[10] Cardiopulmonary Resuscitation (CPR) 
[10] The Skeleton  
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[9] Smoking 
[9] Cold and ‘Flu 
[9] Folk medicine 
2. Medical Specialty Areas (1
st
 ) Cardiology [16]; (2
nd
 ) Neurology [9]; (3
rd
 ) Hematology [8]; 
Pediatrics [8]; Psychiatric care [8]; Music Therapy [8]; (4
th
 ) 
Ophthalmology [8]; Oncology [7] 
3. Diseases/Disorders (1
st
 ) Cancer [21]; (2
nd
 ) AIDS [13]; (3
rd
 ) Heart attack/stroke [10];  
(4
th
 ) Asthma [8]; (5
th
 ) Diabetes [6]; Mumps [6] 
4. Controversial Topics (1
st
 ) Drug Abuse [10]; (2
nd
 ) Abortion [9]; Cloning [9]; Child 
Abuse [9]  
(3
rd
 ) Sexually transmitted Diseases (STD’s) [8]; Addictions [8] 
        [x] Indicates raw scores  
Table 1 reflects 3
rd
 and 4
th
 year medical students’ topic interests. In terms of useful health and medical–related 
topics, learners indicated a very wide range across all categories. Within General Medical topics, The ER is the most 
salient category, followed by students who want to know about medicine in other countries, although which countries 
were not established. Body systems and body parts both score highly and have a close relationship to what medical 
students are required to know in Japanese. The remaining General Medical topics listed above all tied in with topics 
experienced in the existing English language course at the time of the survey. One student wrote that Case Studies were 
‘especially interesting’. However, all the remaining areas of Neurology, Hematology, Pediatrics and Psychiatric Care, 
Music Therapy, Ophthalmology and Oncology scored similarly. Topics connected to General Medicine naturally 
provide a wider scope of sub-topics; but, study of Medical Specialty areas (section 2) and specific Diseases and 
Disorders (section 3) can often involve a greater number of low frequency vocabulary items. It is not clear whether this 
influenced respondents’ choices in terms of using more difficulty vocabulary or if it can be safely assumed that learners 
are interested in these areas regardless.  
Cardiology (structure, function and diseases of the heart) was the most salient Medical Specialty area. It is 
interesting to note that although in the USA and Japan, long term trends are favorable for coronary heart disease, results 
of this study perhaps reflect learners’ interests to stay informed of all current trends in medical fields.  
In the Disease and Disorder category, learners clearly expressed most interest in cancer. Cancer is a very broad 
topic as it relates to various kinds of cancer – lung, colon, breast, prostrate, skin etc., as well as age-related and 
environmental variables. Perhaps the very complexity and breadth of this topic, along with increased mortality rates for 
lung cancer in Japan creates avenues of higher interest. 
A considerable number of respondents did not select topics that were more controversial, but it is interesting to observe 
which controversial topics this particular group of medical students think may be important to know about.  
Less favored topics (not listed in Table 1) were Environment and Health; Alcohol, In-flight health, The 
Hippocratic Oath, Health care systems, Insurance/Health plans, Genetics, Longevity and Transplants. Even fewer were 
interested in ‘famous people and institutions in medicine’. Examples of choices provided in the survey were: Florence 
Nightingale, Christian Barnard  (heart transplant), Alexander Fleming., Louis Pasteur, Aesculapius (Greek God of 
medicine), Wilhelm Roentgen (X-rays), Karl Landsteiner (blood groups), Mother Theresa, Red Cross,  Medecins sans 
Frontieres (Doctors without borders). Respondents were also asked to circle topic categories in English they were 
unsure of. A few students indicated they were not 100% familiar with the meanings of the following topics:–‘Flu, 
OTC’s (over the counter drugs); In-flight health, Longevity, Cardiopulmonary Resuscitation (CPR); and Folk medicine. 
Table 2: Classroom task types (n =42)
3
rd
 & 4
th
 year medical  Rankings * 
Classroom tasks (1
st
 ) Studying and using medical and technical vocabulary [24] 
(2
nd
 ) Reading news articles for both general news and health-related news [20]  
(3
rd
 ) Studying and using general English, but health-related vocabulary [19] 
(4
th
 ) Reading directions and warnings on medicine labels [10]; Presenting    
         research orally to small groups [10] 
(5
th
 ) Doing Internet research on personally selected topics [9]; Oral presentation   
        of research to small groups [9] 
(6
th
 ) Studying and using English idioms [8] 
(7
th
 ) Doing role plays between doctors, nurses, patients, receptionists [7] 
*= Respondents could check more than one  
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Table 2 presents salient classroom tasks that students identify as useful and interesting. Classroom tasks that 
focus on medical and technical vocabulary ranked the highest with all other task types having a strong connection to 
health and medical related topics. This illustrates the degree of importance that medical majors hold for incorporating 
medical and technical vocabulary throughout different task types and perhaps indicating that presenting vocabulary in 
context, versus in isolation, is critical. The need for reading skills is also evident with 2
nd
 highest interest shown in 
reading news articles. Only three students showed interest in using functions (e.g. agreeing, apologizing, requesting, 
complaining etc) and only 2 in filling out forms (e.g. consent forms, prescriptions). It is unclear why so few would not 
want to practice or use necessary functions in English, but the lack of interest in filling out forms may be connected to 
Part I of this study where writing skills were not ranked highly. 
One first year medical student who was being tutored prior to study abroad was interviewed independently. He 
identified explicit areas of English language use with regard to doctor- patient interaction. These included being able to 
explain and give information to a patient in layman terms (general English), express sympathy, calm a patient down, 
reassure a patient, understand a patient’s emotions and describe symptoms in both medical and general English; for 
example, the jaw is known as mandible (comments paraphrased). He also completed a post-course survey and reiterated 
further: “Role play is a good way to learn English. For example, patients-doctor role play. Through this, we can learn 
how to say and what to say to patients in doctor’s place and how to explain my health condition. Speaking, speaking, 
speaking!!”
Table 3: Perceived usefulness for studying English  (n=42)
Question: Which of the following uses of English apply to you? 
[Please check the one column that best describes your opinion.]
I want to study English so that I can: 
Very 
useful 
Useful A little 
useful 
Not 
useful 
1 Tell people about myself 17 20 3 1 
2 Tell people about my family 7 22* 10 2
3 Tell people about my job 12 26* 3 1 
4 Tell people about my education 6 18 13 3
5 Tell people about my interests 14 16 9 1 
6 Talk to English-speaking friends 24* 11 3 0 
7 Talk to co-workers  19 18 4 0 
8 Use public transport 21* 15 6 0 
9 Make travel arrangements 20* 17 3 0 
10 Find new places in the city 11 19 9 0 
11 Buy furniture/appliances for my home 4 11 22* 4
12 Speak to household repair people  3 19 13 0
13 Get information about goods & services 17 19 4 0 
14 Complain about or return goods 5 21* 12 0
15 Speak to landlord/real estate agent 3 19 13 0
16 Talk to neighbors 10 18 11 2
17 Receive phone calls 20* 17 6 0 
18 Make telephone calls 19 15 6 0 
19 Do further study 18 15 5 0 
20 Get information about courses/schools  12 14 14 0
21 Get information about a job 16 15 8 1 
22 Apply for a job 13 21* 4 2 
23 Attend interviews 12 19 5 2 
24 Join sport or social clubs 9 25* 7 5 
25 Watch TV  17 17 5 3 
26 Listen to the radio 14 17 6 2 
27 Read newspapers, books, magazines 20* 18 3 0 
28 Give, accept, refuse invitations 12 19 7 0 
29 Other reason(s) Sing songs 
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Table 3 provides a wide range of perceived usefulness of English and reasons for studying English. 
Since the Japanese learners in this study are learning English as a Foreign Language (EFL) versus English as a 
Second Language (ESL), it is understood that in responding to this survey, learners are likely applying each 
use to situations outside Japan such as study abroad, foreign employment opportunities or independent 
international travel.  
The most significant ‘skill’ considered very useful is to talk to English speaking friends. Given that 
these learners are in an EFL environment with few opportunities for them to make English-speaking friends, it 
is not surprising that they wish to experience this first and foremost. Classroom tasks can only simulate 
speaking opportunities between friends of different cultures. 
Other salient uses of English perceived as very useful are making and receiving phone calls, talking to 
co-workers  (connected to communication skills); using public transport, making travel arrangements 
(connected to necessary travel), and reading newspapers, books, magazines, watching TV (connected to the 
need to understand written and aural language). 
Of the 29 uses listed, 19 were considered ‘useful” indicating learners are interested in a wide range of 
uses for English. The most salient is telling people about their job and also about their family, indicating what 
is important in their daily lives and the need to communicate about these. Second most useful is using English 
to join a sports or social club. It is possible that students by nature of their medical major are also interested in 
general health and fitness. However, they also show a high interest in using English to apply for a job and 
seemingly unrelated, to complain about or return goods. In total, the majority of categories were considered 
very useful or useful, with only a few considered not useful. Those considered only a little useful were to buy 
furniture/appliances for their home and speak to household repair people. This makes sense as students who 
study abroad or travel are not generally faced with separate accommodation expenses. 
Task design 
Research Question 5: How can results of student preferences best be applied to materials development? 
Based on the extensive range of topics identified by learners, the extensive reasons for wishing to use English, 
students preferred groupings, and the fact students want both general and medical English, how can this 
combination of preferences be incorporated into a task that collectively: a) fits the university syllabus goals, b) 
addresses different learning styles, c) provides both medical and general English, and d) incorporates the four 
basic language skills of reading, writing, listening, and speaking although with a focus on the latter two skills.
One solution is to design tasks that provide opportunities for students to select their own topics of 
interest rather than more invariable topics, thus providing ownership in the task and increasing motivation 
(Ellis, 2006) and learner autonomy (Benson & Voller, 1997). Additionally, designing tasks that require 
learners to use language rather than reproduce it provides greater chances of acquisition (Ellis, 2003) and is in 
accordance with the underlying principles of task based language teaching (TBLT) discussed later in this paper. 
A sample task 
For the purposes of demonstrating how results of this study can be used, a collaborative classroom 
task designed to take into account the many variables toward addressing learner needs is presented in 
Appendix A. The task objectives require learners to carry out a survey about a self-selected topic and report 
their findings in a written report, which is presented orally to a group. Avenues of assessment are (i) a written 
report evaluated by the teacher, and (ii) a self evaluation form requiring reflection on the part of the learner.
Although requiring some writing skills, the task primarily focuses on a variety of oral communication skills 
needed to successfully complete the task and combines general English with English for specific purposes 
(ESP). In the process of this task, learners could choose to work alone or with a partner but were ultimately 
required to collaborate in small groups. Importantly, learners could choose to link their survey topic to their 
medical major, or a topic of personal interest.  
When designing a task-based lesson with a task as the principal component, various designs for TBLT 
methodology have been put forward such as Willis (1996), Skehan (1996) and Ellis (2006). These all have 
three main phases in common and reflect the chronology of the task: 1) Pre-task (planning, framing the 
activity), 2) Main task (during, prescriptive, reactive), 3) Post task (practice). Willis (1996) provides further 
discussion on a three phase task cycle that includes opportunities for post-task consciousness-raising and 
practice activities. Activities from pre and post task phases are not necessarily required but are considered 
useful components. 
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A series of tasks  
The task presented in this study is in three phases and designed to be task-dependent; that is, the sequence of 
each task is dependent on an earlier one or ones and successful completion of one step in a task should lead to the next 
(Johnson & Morrow, 1981; Johnson, 1982). It is also an ‘open’, versus ‘closed’, task where learners know there is no 
single pre-determined outcome (Ellis, 2003) and learners can use any linguistic resources at their disposal in order to 
successfully complete the task (Nunan, 2004). In the sample task for this study, some task steps are not specifically 
shown or addressed, but as learners work through the process, they uncover sub-tasks requiring degrees of problem-
solving in order to successfully complete the task. Within the three phases of the task, learners needed to: 
• think through the whole process before beginning  
• choose their own topic of investigation  
• formulate a survey question and follow-up questions where necessary 
• decide who to ask  
• practice asking the survey question and answer other students’ questions 
• find ways to interact with people in and out of the classroom  
• decide how to record biographical information and data in note form 
• if partnered, work collaboratively and share information 
• find ways to present the data in graphic form 
• analyze the data and present information and data in a written report 
• speak about the survey report to peers 
• field impromptu questions and optionally, discuss further 
• be active audience listeners and ask questions  
• reflect on their oral performance and complete a self-assessment form 
With regard to the latter sub-task, learners had pre-knowledge of avenues of assessment and could 
therefore choose to spend time addressing the criteria listed for both forms: (i) a written report assessed by the 
teacher and (ii) a self evaluation form requiring reflection immediately after the oral presentation to a group. 
Overall, in completing the task objectives, opportunities to use English is exponential:  
Using English during individual planning  interaction in pairs  classroom development interviewing in 
corridors & campus  in some cases, communication outside university 
To date, the task presented in Appendix A has been piloted extensively for classroom use. Sample results of 
student-designed survey questions that reflect personal interest and connection to their area of major study are 
presented in Appendix B. Completed examples of medical student surveys are available on request from the 
author.  
Key characteristics of a task
In both research and language pedagogy there are numerous definitions as to what constitutes a task. 
This is due in particular to the complex dimensions of a task such as scope, perspective, authenticity, linguistic 
skills needed, psychological processes and task outcomes (Ellis, 2003). While such definitions vary, they all 
emphasize the use of communicative language for pedagogical tasks.  For further discussion regarding 
definitions of task see, for example, (Long, 1985; Prabhu, 1987; Breen, 1987; Nunan, 1989; Skehan, 1996). It 
is also important to recognize that tasks involve cognitive dimensions which can vary in their complexity 
depending on requirements put on learners (Robinson, 2001). Processes such as selecting, reasoning, 
sequencing information and classifying, deducting and evaluating are examples of cognitive processes, 
although not all tasks require the same skills (Ellis, 2003).  When designing the task presented in this study the 
underlying principles of TBLT were closely considered with the aim of incorporating salient characteristics.  
Skehan (1998) puts forward 5 key characteristics of a task as follows: 1) learning is primary, 2) 
learners are not given other peoples’ meaning to regurgitate, 3) there is some sort of relationship to comparable 
real-world activities, 4) task completion has some priority, and 5) the assessment of the task is in terms of 
outcome. Ellis (2003) refers to criterial features of a task and like Skehan, also emphasizes that a task entails a 
primary focus on meaning, the involvement of real-world processes of language use, where participants choose 
the linguistic resources to use, and there are clearly defined communicative outcomes. ‘Outcome’ refers to 
what learners arrive at when they complete the task. ‘Aim’ refers to the pedagogic purpose of the task. Ellis 
(2006) elaborates further on characteristics for TBLT, describing a task as one that can involve any of the four 
language skills (both receptive and productive) engages cognitive processes, caters to the development of 
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communicative fluency but without neglecting accuracy, and provides opportunities for natural learning in the 
classroom.  
Experiential Learning  
Experiential learning closely resembles a number of TBLT principles. Experiential learning 
incorporates learning by doing, where active involvement of the learner is central to the approach and takes the 
learner’s personal experience as a point of departure (Nunan, 2004). Kohonen’s (1992) model of experiential 
learning for language teaching supports a holistic attitude towards subject matter, encourages active learner 
participation in small, collaborative groups, promotes self-directed versus teacher-directed learning, 
emphasizes process versus product which incorporates learning how to learn, self-inquiry, and social and 
communication skills (Nunan, 2004, p.12). Taken as a whole, task-based pedagogy reflects various approaches 
that are attracting increased attention such as the need for more learner-centered curricula and the role of 
meaning-based tasks. 
Principles of materials design  
Paralleling a TBLT perspective woven into designing tasks it is also necessary to consider principles of 
materials design. Johns (1985) identifies three main principles. First, a task should be authentic and related to 
the students’ real world challenges. Learners should be exposed to language in the classroom that is as close as 
possible to the language they expect to use outside the classroom. Second, the language learning goals of the 
learners should be relevant and closely aligned to tasks performed in the classroom. Third, the two main 
purposes for using language, to convey information and social interaction, should be evident in task design. 
Additionally, some basic principles of second language acquisition relevant to the development of materials for 
teaching language are outlined by Tomlinson (1998, pp 7-22). He states materials should achieve impact, help 
learners feel at ease and develop confidence, what is being taught should be perceived by learners as relevant 
and useful, and require and facilitate learner self-investment. Learners must be ready to acquire the points 
being taught and their attention should be drawn to linguistic features of the input. Materials should also 
provide the learners with opportunities to use the target language to achieve communicative purposes, take into 
account that the positive effects of instruction are usually delayed and that learners differ in learning styles  
and in affective attitudes, permit a silent period at the beginning of instruction, maximize learning potential by 
encouraging intellectual, aesthetic and emotional involvement which stimulates both right and left brain 
activities, not rely too much on controlled practice, and provide opportunities for outcome and feedback. This 
extensive list illustrates the complexity and depth of what a materials designer needs to consider.  
Topics 
Factors of topic familiarity and topic importance are key issues to consider when designing materials. 
It is not unreasonable to assume that the variable of ‘topics’ is likely to interact with learner variables. Gass 
and Varonis (1984) reported a clear effect on comprehension when learners were familiar with a topic and this 
also influenced to what extent negotiation of meaning took place. Other research that has looked at shared 
perceptions of topic interest or fields of expertise suggests topic importance and topic familiarity may 
influence the interaction that a task requires (Ellis, 2003). 
Assessment 
One constraint of the current study is the need to further investigate and account for ways to assess tasks. 
The process of operationalizing task-based second language performance assessment, the evaluation of task 
difficulty and the development of criteria for rating learner performance on different tasks still requires 
intensive investigation (for more details see Skehan, 2001; Brown, et al, 2002; Norris, 2005).  
Pedagogical implications 
>From opportunities to observe learners carrying out the different phases of the task during the piloting of 
the task presented in this study, the following pedagogical benefits, shown in parentheses, were identified. 
Learners: 
• were required to think through the process before beginning (planning) 
• chose their own topic of investigation (ownership) 
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• were asked to link their research topic to their major, or investigate a topic of personal interest (using 
prior knowledge) 
• could choose to work alone or with a partner  E.g. designing a research question, deciding which 
biographical information to include, how to present graphic results, how to deliver results to peers in 
the final oral report, work collaboratively and share information  (planning, collaboration) 
• repeatedly asked their survey question in English (oral practice). 
• listened to subjects’ responses and recorded their results (organizing information) 
• needed to read over their data and make summary statements (analyzing information, reading and 
writing practice) 
• checked grammar and syntax with the teacher or a peer (error correction) 
• interacted with people in and out of the classroom (social communication) 
• when giving an oral report, needed to actively listen and respond to questions (paying attention, 
impromptu response) 
• completing a self-evaluation (reflection) 
Many studies indicate that providing guidance, time and opportunity for learners to plan off-line, that is before a task is 
done, can increase complexity of language production and that “…learners attention to fluency, accuracy, and 
complexity can be manipulated by means of the kind of planning they are required to undertake” (Ellis, 2003, p. 134). 
The pedagogical benefits identified above are considered to be in keeping with the course goals and objectives of the 
University of Toyama syllabus for Medical English, which state: 
Primary Goal: 
To provide opportunities for students to use English in contexts related to medical English.  
Objectives: 
1.  To practice and build listening and speaking skills and strategies in English. 
2.  To increase grammatical accuracy and personal confidence in oral communication. 
3.  To improve pragmatic competence.  
4.  To develop medical vocabulary. 
Future considerations 
Since teachers cannot be sure exactly how learners may perform or achieve a task, it may be useful to 
incorporate features of learning strategies in the task design as well as dimensions of self-regulated learning (Dornyei, 
2005; Rubin, 2006) thus shifting the roles of the teacher and providing opportunities for learners to be more aware of 
and more responsible for their own language learning beyond the walls of the classroom. By using ‘task’ as a basic unit 
of learning, and by incorporating a focus on strategies, we open to the students the possibility of planning and 
monitoring their own learning…” (Nunan, 2004, p.15). The author is currently conducting further research to determine 
to what extent the task may be adapted across different language learning environments in Japan (Riley, 2007). 
Conclusion 
Although survey results don’t always tell us what we want to know, for materials designers and practitioners, 
listening to the voices of learners is an important part of making informed curricular decisions. For those of us in 
positions of accountability, concrete evidence is needed to show how we arrived at these significant and critical 
decisions that can affect so many individuals. Taking learners’ needs into account when designing classroom materials 
can better assist students with specific language learning needs and help them learn more effectively. Identifying topics 
of student interest and connecting these to TBLT principles can also help address students’ professional and classroom 
identity as future doctors, and as a cohort of students learning English and medical English together. It is hoped the 
learner feedback collated from this study provides useful information for teachers, materials designers and curriculum 
developers about components of task design to best benefit their specific learners. 
“Tell me and I will forget, show me and I will remember, involve me and I will understand.” Chinese Proverb 
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Appendix A   SURVEY ON HEALTH-RELATED ISSUES
Task Objectives: 1) to carry out a survey about a topic you want to know about.   
2) to try to find an answer to your question.  
3) to report your findings in: i) a written report, and ii) an oral report to a group 
A.  TASK INTRODUCTION and STEPS  
1. Work: a) by yourself, or b) with a partner. 
2. You are encouraged to connect your survey to a medical or health-related topic.  
3. Think about a topic you are interested in and write a clear research question.  
4. Ask a minimum of 20 people the same question and record the results.  
NOTE: Record whether participants are male or female, their age and any other useful factors. 
5. After you have collected your data, present the information in a chart, graph or table. (see models)
6. Look over your data, think about it, and write:  
a) two statements that analyze the data; b) one general concluding statement.  
EXAMPLE (A) Question: Do you think medical students should have a part time job?  
Statement 1.  The majority of Japanese people surveyed (81%), don’t think medical students should work 
part-time.  
Statement 2.  Reasons for this included lack of time, distraction from their study, increased stress and 
decreased sleep. 
General conclusion  Although there are reasons both for and against medical students having part-time jobs,  
in general, it is thought the negative effects should discourage students from having one.
EXAMPLE (B) Question: If a patient is dying, should the doctor inform him or her?   
Statement 1  Seventy four percent of medical students agree patients should be told if they are dying in 
contrast to 59% of the general public who think patients shouldn’t be told.  
Statement 2.  Twenty five percent more women than men think terminal patients should be told about their 
medical condition.  
General conclusion. Men and women in the medical profession have a different perspective about telling 
patients they are dying compared to family members.  
Brainstorm your survey question ideas here  _________________________________________________ 
_______________________________________________________________________________________ 
_______________________________________________________________________________________ 
________________________________________________________________________________________ 
State the reason(s) why you are interested! _____________________________________________________ 
_______________________________________________________________________________________
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B. TASK PLANNING (circle your answers) 
CHECKLIST 
1. I am working a) by myself,  b) with a partner. 
2. My survey question is clear. Yes/No/Unsure  
3. My survey question is grammatically accurate. Yes/ No. If unsure, I can check by ________________ 
4. My survey question is: a) open-ended (various answers), b) closed (e.g. Yes/No), c) has follow-up questions,  
d) provides options (a., b., c, d, )  
COLLECTING DATA 
1. Who will you ask? _________________________________________________________________ 
2. Will it be useful to record bio-data? (e.g. age, gender, major, years of study, other) _____________ 
3. How will you record your data?  Make a plan in the space below to suit a way to record answers 
(Look at the models for ideas.) 
C.  WRITTEN REPORT CHECKLIST: Check ()
……….  name(s) and ID# at the top of the page 
……….  the survey question(s) 
……….  a clear and valid reason for choosing the survey question(s)
……….  the number of people asked 
……….  biographic information such as gender, age, job, etc. 
……….  a graph, chart or table of the results 
……….  extra information from subjects, such as reasons given for an answer (optional) 
……….  two sentences that analyze the data (specific details) 
……….  one general concluding statement about the topic 
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D.  ORAL REPORT GUIDELINES: You will present the results of your survey to your group. 
Outside class: 
1. When your report is finished, practice speaking. Look at the self-evaluation chart on page 4.  
Think about volume, pace, pronunciation, intonation, stress, eye contact, body language.  
Try to speak rather than read your report.  
2.  Time how long you will speak. If you have a partner, share the time equally.  
For example, for 2 students – Allow 1-2 minutes each speaking; 3-4 minutes to answer questions from group 
members; approximately 8 -9 minutes total, per presentation. 
In class: 
1. Give a greeting; introduce yourself and explain your survey question. 
2. Describe what you did and explain the results, using visual aids (graphs, tables, charts). 
3. Answer any questions from your group members.  
4. Record these questions immediately on your self-evaluation form (see page 4). 
5. When all group members have finished their presentation, fill out your self-evaluation form. 
Give your written report and self-evaluation form to your teacher on _________________(date)  
Comments or questions for your teacher 
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Student Self Evaluation:  “MEDICAL ENGLISH SURVEY, ORAL PRESENTATION ”
Speaker’s name: ............................…………………………………………………… ID#...........................…… 
Think about your oral presentation to your group.   Circle your self-evaluation.  
A. Report content/organization
 information is interesting       excellent      very good              good needs improving 
 ideas are organized well      excellent      very good              good needs improving
 content was understood      excellent      very good              good needs improving 
B. Oral presentation
   my volume     too loud   about right  too soft 
   my speed       too fast   about right  too slow 
   my pronunciation    excellent  very good       good  needs improving 
   my gesture  excellent  very good       good  needs improving 
   my eye contact  excellent  very good      good  needs improving 
   I spoke, not read excellently very well      well  not so well 
   I answered questions  excellently very well      well  not so well     * NA 
*NA = not applicable 
Record any group questions and your answers below.
Question 1
……………………………………………………………………………………………………………………… 
My answer 
……………………………………………………………………………………………………………………… 
Question 2
……………………………………………………………………………………………………………………… 
My answer 
……………………………………………………………………………………………………………………… 
I asked my survey question(s) using English --   a) all    b) most    c) some     d) none     --of the time 
I needed to translate my survey question(s) into Japanese -- a) all   b) most    c) some     d) none     --of the time 
____________________________________________________________________________ 
Teacher Evaluation: “MEDICAL ENGLISH SURVEY WRITTEN REPORT ”
Name: ............................……………………………………………… ID# ........................... 
 Task completion  Points 
1 Clear survey question  2 
2. Clear reason explaining why the question was asked  2 
3 Minimum 20 subjects  1 
4 Results shown using graphs, charts or tables  5 
5 Two statements that analyze the data  6 
6 One general statement about the overall survey result  2 
7 Grammar, syntax and vocabulary  2 
  TOTAL :…………/20          
Comments: 
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Appendix B 
Survey on Health-Related Issues: Student Research Questions 
Sample survey questions composed by year 3 and 4 medical students are presented below as outcome from the piloted 
task and are representative of a very wide range of topics. They reflect interest in and connection to students’ major, 
provide rationale for selection of topic or theme, compare differences between men and women, and demonstrate 
differing question forms including yes/no questions, follow-up questions, open-ended questions or options (a. b. c. d.). 
1. Q. 1) Which do you like better – Japanese or Western food? Q. 2) What is your favorite dish? 
Reason: It is said that Japanese traditional food is very good for health these days. But almost all young people are 
not interested in this topic, I think’. 
2. Q. 1) When you graduated from high school, at what age did you want to get married?  
Q. 2) Now, at what age do you want to get married?  
Reason: ‘I want to know the difference of thinking about marriage between male and female and the change after 
entering a medical college.’ 
3. Q. 1) Do you belong to any exercise club? Q. 2) How long do you exercise in a day?  
 Q. 3) Do you think that a doctor needs power (strength)? 
Reason: ‘Whether my classmates think a doctor needs strength or not, and whether they now make their strength or 
not.’ 
4. Q. 1) How many brothers and sisters do you have?   
Q. 2) How many children do you want to have in the future?  ‘ 
Reason: Lately in Japan, it is said the birth rate is decreasing, but medical students who want to have more than one 
child is most’. 
5. Q. 1) What prefecture do you want to work in after graduation?   
 Q. 2) Why?   Q. 3) Where is your hometown?  
Reason: ‘I’m interested in these questions because I want to know how many medical students will stay in 
Toyama.’ 
6. Q. 1) Are you working part time?  Q. 2) How much allowance do you get from your parents every month?  
Q. 3) How much money do you earn from a part-time job every month?   
Please choose from the following the reasons why you work part-time.  
a) for money   b) for a hobby   c) experience     d) unsure   
Please choose the reason why you do not work part time: a) it’s unnecessary   b) there is no time     
c) other ____________________________ 
7.    Q. 1) What is your ideal cause of death?  
Reason: ‘All people approach death some day. Recently in Japan, it is said that young men who deal with death 
daily have been decreasing in number. How do young men who chose to take up the occupation of a doctor, (with 
many opportunities to attend at the spot of death), consider their own death?’ Results: Refer to the super-aged 
society.   
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O,
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¬=­sU>ßM FJ:}@6Á>:j_ £¢u¤¡¹
SESB0CÂ">PfCOPHQRS TU[\:0B0,-.
¬æ­7sU¥o(Íf¾":J
]^6>-B0]^C:¶a 
¥o(Íf¾:#Y,-vx:¦,-A7:YL-.
¬ì­¥o(Íf¾¿U
X-	¨t¯Cd:ÍM q>éOM-B
0 ß¿U:pq>éMj_-B0,-.
æ­f¾&g§#Yhr
L5N)*
89 vg	
 
 
¡
>¢£
¤¥
X5j
§         	


§S>X5j
§ÑLá
oY
§2#YoY
¼ /J
§oY
¼ /J
§#Y3
#YN §Ø#YN §Ø#Y3n£ §VTR!W
gh
ðFN
§Ø#Y¢Sqn
£
§Zº:²6

10’
xØd
§º
¼ xØd
¼wJfy
§ º
 xØd

§¨
Tape
Îqn~
§^ bZ
rY
§¼56,
§Î q r Y  Î q  d
Z:²C
O¼
56,
§  ^  E S
2
§bZES2
¨ñn~ §d:tu
§¨ñW ¸rSW 
z{W
§¹ ¿ s  S E
S2
yn~
§d:tu
¼ /J
§J /J
 1@ 1>d
§¹ ¿ s  S E
S2
ef
f¾
§ES2Ú
 (^ bZ )
§Game 
§Role play 
§Song 
§Chant 
§yWKd 
§¼ /J
¸rSW
§SrÎ¶
a
§ÎqKd
25’
§f ¾   - C
4
§ fç
§  VTR 
#Y
7Ä
§^ bZES2
tu
§Ztu
§»÷Ï«
§ES2 3:²6
,
§¼ /J
J /J>
§rY oY
5’
§#Y3
c
X
d
X5j §Îq>X5j §S>X5j Ñ
?@ABC_`LP (Comprehension-based Approach) 
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Ê­k
  (receptive)©ª :¡¹SGU¸:Xot«C5F¡QU¸ 
Q #YB-A7> ¡¹SGU¸[\
¬­CF¡QU¸h:-7Â"
ºÉM6-7åæ-.
 Ë­F¡QU¸&g§#Yhr
l@DEFBC_`LP (Production-based Approach) 
Ê­k
 ¡¹SGU¸&gG!®PO¡¹SGU¸ :5üG>C5
 F¡Q
U¸[\EV
n
-2#YZ¡¹SGU¸:,-A7
5üG>X-7
50G>X-.
Ë­¡¹SGU¸&g§#Yhr
)
*


 
 
	 
 
  

§   

	
	

   

 
   

 

   

  ! "
#$%
&




 
 
 !"
#$%
&'(
)*'+,
-./01
2
v
g
 
9 :
Kd
'(&
)*
  
  

)
*
9:
Kd
_ ¯ °
Kd
+,-.
)*
+,-.
)*
/0)*
木村裕三/JLAS（vol.35,2007）101－174
―118―
19
                               
LM5N
[\
!"^±ø:²MN¯qC:CLMNCOC5PÏT>
-.A>!"^±ø:â<tu,-A7Bo·#>,-
ã^±7/`:Åo ·^±:bÁ,-EØqÔ56/M²M¶aà³§
üN:²6Ð-.
¦§¨
56:/©
Ê­ 3 4#¬ 8^±­
3# 4#
1 Hello, I ’m Minsu. Nice to Meet You 
2 What’s This? Don’t Do That 
3 Happy Birthday! How Old Are You? 
4 Wash Your Hands What Time Is It? 
5 I Like Apples Who Is She? 
6 How Many Cows? Is It  Your Cap? 
7 I Can Swim Sorry I Can’t 
8 It ’s Snowing How Much Is I t? 
,-./01











	
















	












	




	





Q 

&g
´µ
  
	
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Ë­ 5 6#¬ 16^±­
ì# í#
1 How Are You? Where Are You From? 
2 What Day Is I t  Today? Is This York Street? 
3 It ’s Under the Table. I Like Spring. 
4 What a Nice Day! When Is Your Birthday? 
5 Where Is Namdaemun? May I Help You? 
6 I Get Up at Seven Every Day Can I Have Some Water? 
7 She’s Tall My Father Is a Pi lot 
8 Let’s Go Swimming What Will You Do This Summer? 
9 Whose Boat Is This? How Was Your Vacation? 
10 Do You Want Some More? I’m Stronger than You 
11 What Are You Doing? What Do You Want to Do? 
12 This Is a Bedroom Will You Help Me, Please? 
13 What Did You Do Yesterday? That’s Too Bad 
14 Is Peter There? Would You Like to Come to My House?
15 Can You Join Us? It ’s Time to Go Home 
16 Did You Have a Nice Vacation? So Long, Everyone! 
4ª56:/©
=
356 456 556 656
1 

 Look and Lis t en (1)  
 Lis t en and Repeat  (1)  
 Let ’s  P lay  (1)  
 Look and Lis t en (1)  
 Lis t en and Repeat  (1)
 Let ’s  P lay  (1)
 Look and Lis t en 
 Lis t en and Repeat  (1)
 Let ’s  P lay  (1)
 Look and Lis t en 
 Lis t en and Repeat  (1)
 Let ’s  P lay  (1)
2 

 Look and Lis t en (2)  
 Lis t en and Repeat  (2)  
 Let ’s  Chant  
 Let ’s  P lay  (2)  
 Look and Lis t en (2)  
 Lis t en and Repeat  (2)
 Let ’s  Chant  
 Let ’s  P lay  (2)
 Look and Speak 
 Lis t en and Repeat  (2)
 Let ’s  Sing/Chant  
 Let ’s  P lay  (2)
 Look and Speak 
 Lis t en and Repeat  (2)
 Let ’s  Read 
 Let ’s  P lay  (2)
3 

 Look and Speak 
 Let ’s  Sing 
 Let ’s  P lay  (3)  
 Look and Speak 
 Let ’s  Sing 
 Let ’s  Read 
 Let ’s  P lay  (3)
 Let ’s  Read 
 Let ’s  Wri t e  
 Let ’s  Do I t  
 Let ’s  P lay  (3)
 Let ’s  Sing/Chant  
 Let ’s  Wri t e  
 Let ’s  P lay  (3)
4 

 Let ’s  Role -play  
 Let ’s  Review 
 Let ’s  Role -play  
 Let ’s  Review
 Role -play /Act ivi t y  
 Review
 Role -play /Act ivi t y  
 Review
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q/©
«;+:vgO¬a 656_`b
Ê­Look and Listen 
­¶aà³
tujM65-:²C
OCD-ROMÇr(¶X¢S:D6:
A7Bo5:Bo]^Q>-B0,-.A4:
! ·!tu6M-ªZÎu:ñ5 !7W:ìLá,-A7> 
JF¡QU¸[\:Bo]^0A7
>-B0,-.
­üN
¬Ê­Look at the picture 
§:²6#Y:ÏÕ,-.¬^±Çr:²C
O¸U
OM-­
§ ÏÕjM-:>¥,-.
¬Ë­Let’s l isten to the dialog 
§CD-ROMÇr¦XW[:&á6Xg>biL:²_á:ÏÕj_-.
§ ÎqCá¹º :P,.
¬Î	^:}-750»ñé:®¦$ Â"CU£S TU7F
JM-B0,-­
§ 2»ðP 5Z;¥: BopqCÛ:¼aPL-.
¬=­Let’s l isten again 
§CD-ROMÇr>x0Ã:tu,-.
§ CD-ROMÇrZW[:&áZ:Ctu,-.
¬!ÄPOZ:Ctu,-7 56POQ:,-A7BoxtujMZ:
_x07,-> F¡QU¸[\¡nlm>C5.­
Ë­Listen and Repeat(1) 
­¶aà³
#Y456!Ä01F¡QU¸:DQ
 ->X-
 ß¥d

]^>EØCx556ß^_-A7Bo d>½PC#Y:Bo[
d>dX-#Y
Ò[C> ®x!®Kd:Í,-.
­üN
¬Ê­Listen careful ly  
§ðFbZPOC-5:CD-ROM>tu,-.
¬":&á6¼
x0ÃP_â,-­
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¬Ë­Listen and repeat 
§CD-ROMÇrbi>¾3:¿ÀP_C
OL6ß^_-.
 ¬!Äªn:t«_¼ (FJ"Þ£¢u¤¡¹SESX:6
j_-B0L6ß^_-­
§ J
k·¨Ce]¾3:x0Ã¿Ào biX-¾3:¿F*¿
6LoMrYj_-.
§ Îu:ví¨LfùB0L6ß^_-.
¬¼ÏJ z|Ï{| ¨ñÏ¨ñ"­
§ víCüG>56ß0A7M6O 565^_¼/rYj_-.
¬=­Let’s pract ice 
§×¿jM:&áEØC¥d:rY,-.
§ PjM-]@65-ES2:Ú,.
§ tujMES27PjM-
]@65-P0PN ÀSJ:,-.
§ PjM-:\]¡sS>ª¥d,-¬TPRKd­
=­Let’s Play(1) 
­¶aà³
¦# /0gt5
j&\
kÁ65-> f¾7d
v5Kd:D
#Y
t«jM65-.J
vk:uC
O:g¤&>Y>-f¾:D
#Y)*:¶a.
­üN
¬Ê­]^CV­ç(4:KáYÑ>>-x7,-.
§Let’s Play(1)>ÎqKd:&gOb,-.
§ 2>56M¥d:f¾&>Lá>-B0,-.
§ F¡QU¸#Y7òX-¡¹SGU¸rYÂ:.
¬Ë­f¾üG7ÍÌ:ªnýÄ-.¬Ãyxlm­
§°aJ:ø6QÃ:nPÄ-.
§ ,ã6J
½ó>-B0c ²ûjMod:7-J
5C5B
0,-.
§ 
f¾&ó^-7BoijColm>X-.
¬=­tujM65-f¾ÄOMC5> #YZUV]^_6T
bÁ6Ð-.
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æ­Look and Speak 
­¶aà³
¡¹SGU¸rY:,-Ä ¼,QR(ð
CLMNCOC5.Y 2
ún:tu JÂOß :åæ_-B0/QR7ð:tu,-. 1»ð
#YEØ&>/^±ðFª,-¥d7W[:&gWÃtujM
-7º:²C
O J
fù>-W:±æ-.
­üN
¬Ê­Look at the picture 
§:²6#Y:ÏÕj_-.
§ÏÕjM-:>¥,-.
¬Ë­Let’s l isten to the dialog. 
§ 1»ðLook and Speak:CD-ROMÇr>tu,-.
§ @,-ëÛ:5 >#æ-.
 ¬J
^(@)r>#æ6xÄ Bov
CjM-B0,-­
§ x0Ã:n£,-.
 ¬J
AæCP@	¨:¼
æ-2:x0Ã²_ÂO¨P-B0
,-.­
§ 2»ð  Look and Speak:  CD-ROMÇr>tu 1»ð7ìÌ
>,-.
 ¬J
k·¨>x£Ä Ä6(-­
4) Listen and Repeat (2) 
­¶aà³
 2Look and SpeakKd>J
:²C
OÂO:x&> A^±
#YðFª,-EØC¥d:¼/56ß0A7> d>½PC
#Y:Bo[d>dX-#Y,-A7
>-.
­üN
¬Ê­Listen careful ly  
§CD-ROMÇrX-¾3:¿F*¿£¢u¤¡¹SES
6-db:Ì
Dotu,-.
 ¬56ß^¼½PP_ J
ÅèCOC5B0,
-­
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¬Ë­Listen and repeat 
§CD-ROMÇrbi>¾3:¿ÀP_56ß^_-.
 ¬WÆCrY>CÎu:ÜÄkX-º>j_-­
§ J
k·¨Ce]¾3:x0Ã¿Ào biX-¾3:¿F*¿
LoMrYj_-.
¬=­Let’s pract ice 
§×¿jM65-:&áEØC¥d:rY,-.
§ PjM]@65-ES2:Ú,.
§ tujMES2:²C
OëÛ]^CZ;>#æ-.
§ PjM:\]¡sS>ª¥d,-¬TPRKd­
í­Let’s Read 
­¶aà³
4>r'()*¯§¦Z[:¤W_ ]^C^:L6_ 
 fç d:½å ]^C^k:Q,-7 5>]^C^:Q
,- ]^C^:m6_ ÇaOM^:Ú6_ 6
>Á}ðF
Bo'Co EM>EØCZ;(5Z;:_>Q>
-B0,-. #Y:EvíCKd:D6AMPOÈM65Z
[ß@Ð:0B0,-.
­üN
¬Ê­Let’s Read 
§¼:²C
OÂO_.
§ CD-ROMÇr>Z;:tu_x:.
§ bi:²C
O56_.
§ Z;:56ª,-:POÚ>,.
§ X-Z;:·Âm6_.
¬Ë­Do it yourself 
§tujM65-]^CZ;:ÂO_Ð ±æOM{:.
 ¬J
hi:é-e] ÆÁ:,-­
§ CD-ROMÇr>Û{#æ:tu,-.
î­Let’s Play(2) 
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­ ¶aà³
Let’s  P lay(1)Kd
ÎqKd :7,MN Let’s  P lay(2)AM:j_¸
rSWKd:D6ðF7,-Z;:#Y>-B0tu,-.
­ üN
¬Ê­]^CV­ç(4:KáYÑ>>-x7,-.
§Let’s Play(2)>¸rSWKd:&gOb,-.
§AM>É6M6¥d: f¾:D6fùLá6Ð-A7>#
Ylm:Bo'Ä-.
§F¡QU¸#Y7òX-¡¹SGU¸rYÂ:.
¬Ë­SJüG7ÍÌ:n6ýÄ-.
§¸rSJ7SJüG:C
O³e²_-.
§ °aJ:øQÃ:nPÄ-.
§ ,ã6J
½ó>-B0c ²ûjMod:65-J
5C
5B0,-.
§ ¼
SJ½ó,-7BoijColm>X-.
¬=­;ujM65-SJ7O^M¼ J)r]^_æo
TbÁ6Ð-.
Ê­Let’s Sing/Chant 
­ ¶aà³
7sUij5ßf¾>X-7ßæ-.ß:FJ]^_B0
,-A7>KdÎqvk:é  -C^(¥d:LoMM-üG>X
-.
tuSB@6ijC-ni sUFJ750-Â>#YZeq
,-. 3 4e]^±7sU
Í@65-
 5 6>#Y7
JÃ":åc6^±7sU:ÍM¼#Y]^_6s
U5¼MP:#Y,-.
­üN
¬Ê­Listen to the song/chant 
§CD-ROMÇr>(sU:P,.
§ x0ÃP FJ]^_Í|(ÁËÐ:,-.
§ 	¨75656X÷k:Å-.
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 ¬ 3 4e]÷
tujM65C5>:]^F3$tu,-
7Q\
'-.­
¬Ë­Let’s sing/chant  
§ 1 2xðM65-]^Cß¥d
LoMjMYZ;^>bÁjM65-
>víCÌS¨L6rY,-.
 ¬¼ÏJ z|Ï{| ¨ñÏ¨ñ"­
§ (sUM6O ¸rSW¥o:¥ nÍ>x
#ÍÎq$j_Î,-.
 ¬'#C-¥o:Ï¼P
oXo®^C5 gQj_-A7»ñ
C->ØÂOijj:é-A7
>-B0mÙë:@6(-­
Ð­ Let’s Write 
­ ¶aà³
]^C^:5o9:>M@(Z;::²C
O +,q¯§¦Z[
7@_:ª"ò J»ñ:±æC5B0Â"I¢uU¸
#Y
ÉÄOM-B0,-.
­üN
¬Ê­ Let’s wri te 
§ 7CtujMZ;:_.
§ CD-ROMÇr>Z;:üG:tu,-.
§ tujMZ;:/`,-.
¬Ë­ Do it yourself 
§ ]@Z;:8Áj_-.
¬Ñ&>5o Ò1ç&>5o ij5üG>LoMÂ"
M-B0,-.gQæj_oÓ»PLoM656Aj_-üG"
!c)*>vk:Ô^_-Ò[
X->(Ä-­
§ CD-ROMÇr>ª5#æ:tuÂ¨5ç7â<j_-.
10­Let’s Play(3) 
­¶aà³
Let’s  P lay(1)ÎqKd:D6 Let ’s  P lay(2)¸rSWKd:D6ðF7,-Z
;:#Y>-7,MN Let’s  Play(3)2#Y:EyB-Â:
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tu65-.
­üN
2ptujMLet’s Play(1) (2)7ìüG>,-.
11­Role-play 
­¶aà³
SrJßLá`Îu:Õ±æ ±æOMº]^
_6d,-B0,-x>X-.SrW[5ß¥d:tuæ-
>C Kd:D6p#Yß¥dBonfMj_-B0 b7
ÕÖL76J
Õç7Îuvk:1 fùOPHQRS TUË
q5ßLárY
>-B0,-.
­üN
¬Ê­ Let’s look at the picture 
§tujM65-:²C
OCß 
v^jM-PÏÕ¥,-.
 ¬vwC¥d:6xaÄ6(-­
¬Ë­Let’s watch the screen 
§CD-ROMÇrX-ei:Þ#²-.
¬=­Listen and repeat 
§  -¥d56_Ð Mj_-.
¬æ­Let’s role-play 
§ ]^C¦ç":&á6Sr:,-.
 ¬º7KdüG Lá,-:2x@6%¨Mj_>ýÄ-B0 
JÎu7aCÂ¨Îu7÷L:WÆ0B0CA7
C5B
0Þ,-.­
§ CD-ROMÇr>²:/æ6,-Box C¥d
CjM-
Ä6(o víC¥d
>-B0,-.
12­Activi ty 
­¶aà³
5 6e] #YðF(
Sr:0pw>C5^±>Sr
ú^o¼BoÑ>J
fùKd>-#Y{¬Activ i ty­:
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tu ³eÈÉKd:,-A7Bo#YðF:Á}j_-B0,-.
­üN
¬Ê­Let’s do an act ivi ty 
§ (CDwROMÇr:D6CKd:,-P«ã-
¬-" V­ç-CKd¼r2Ï« V­ç
×0B0c,-.­
§ KdüN:tuN,-A7Bo ØÙC#Y
CjM-B0,-.
¬Ë­Let’s go for i t  
§ Mini booko ÚÛºoíCKdyW>-
 «ÜKdB0C4É5R
\CLMNCOC5{:cKd>-B0,-.
 ¬#YZ)r:åc X-Ã]^C4:t×,-A7x>-­
13­Review 
­¶aà³
·^±
Ý^-Þ/^±>#Y:x0ÃoY t$j_-Kd
-
>X-.YF¡QU¸Kd7¡¹SGU¸Kd> ]^CFSuU¸ I¢uU¸x
tu KëB^±:7Ä-A7
>-B0,-.AKdJÂ$

O5Q
>65-P:Å-750A7C> Ãh750»ñ:»^_C5B0
åc,-.
¬Ê­F¡QU¸#Yn£Kd
§tujM65-ò¾:²C
O B56Û{>-.jM65-Do#
æ-.
¬5ÌDo¾3:564 ]@65-xì~:¿>fo Yes(
NON À>#æ-"­
¬Ë­FSuU¸ I¢uU¸#Yn£Kd
§tujM65-ó¾:²C
O ]^CZ;:o.
¬tujM65-^:ªß]@Z;:@o 	¨
tujM65
-Z;:8Áj_o,-.­
¬=­¡¹SGU¸#Yn£Kd
§tujM65-ö¾:²C
O º]^_6Ò7,.
¬S(¸rSÎqJ
#Y:kX-º>ÂR>-
B0,-.­
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¢víCfs
Jvk7Z$° h":E6,-fs:,-.
¬Ê­SàS¿&g÷
¬­#Íf'
#ÍJ½
 44ø>#Y>yWKd:0v,á-. 4Ð 6øPOÁ-¸
rSKdxÔ½ó,-ÓPJ
FSâS7Co #YKd¦Ô>ã¦
Z7C-J
v5.
­üN
ä  Í)*
§¼KdÏÇ¡¿:,-)*>Ç¡¿:,- OPHQRS TUßW
[7-Â Á":jåbÁ:,-.Jµa )r7[\:åc 
ÔÈÉá
CjM-B0S:bÁ,-.Ç¡¿rfkX-OPH
QRS TUº>ðFß:LáR\Û{:Ü65x¶a Í)*
>,-.
§JKdÏ,-Ç¡¿
Ó>X-P:.¼
tuÝ²Dº>
CßW[7-Â
L^M-Påæ-.Ç¡¿Ä¸rS:B0b
ÁCLMNCOC5P:Åo Â$
æ,-¸rS:n£,-.
ä  P)*
§¼KdÏ¸rS:Ç¡¿ªn]^_6bÁ,-.Ç¡¿:,-n>
J
hi:é65- OPHQRS TUKd_L65-:¦}:D6¹º
,-.S:vú6,-Ç¡¿> pwCx>S:vúj_-.
§JKdÏÂ$æ65-¸rS>Ç¡¿:,-.S¦¸rS:b
Á >OPHQRS TU:C
O¡:o±æo,-Kd:,-.
ä  7Ä)*
§¼KdÏÇ¡¿:n£,-.JÎq2>5PS(¸rS:2
j_ Ç¡¿:,-LáßÁ W[":¥j_-.¥
 x0ÃÎqKd>:7Ä#Y:Ýæ-.Ç¡¿ÁKd
áç:jÄ6Ã:n£,-.
§JKdÏJÎq2>S(¦¸rStUBS7ÎÇ¡¿:¥,-.
JÂ$7â<,-.
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­f'
 ¡ vg­ vg®¯ vg
Unit 6. I get up at seven every day.
Ë /æ
Objectives víCº>Y:¥,¥d:56Q_-.
ò LáZ;
A: What t ime do you get up B: It ’s 7 o’clock. 
A:  What t ime do you go to school? B: It ’s eight ten. 
A: What t ime do you back home? B: It ’s 3 o’clock. 
A: What t ime do you do homework? B: It ’s 9 o’clock. 
A: What t ime do you go to bed? B: It ’s 11 o’clock. 
ó «Ü¥
Name ~°X Time 
7-
#$
Dè-
é{:,-
ê-
òß:LáS7ÎëÛ#æ ó«Ü¥F¶,-Kd:LoM,-.
Ç¡¿:#ÍëSJSS\#Y;uì<_-A7> #Y
7fm:n£÷lHKá.
Ë­ ICTKá:D÷
­ßW[§]÷
!"íÔðFXmß&gOPHQRS TU[\ÁX-.,A7
B@6QjM-Xmß ßW[:¨6#Y,-BoxWCá:D
6§]jM-
Â">X-.P ßqÔC#Y7cFîð¾¹º
Ä_ÐB0CZ[ßxg!65LC5.®@6 !"75@
6xJ
>-ÃZ[ßx§]CjMCLMNCOC5. ICT:Ká
ßW[k]üN:tu,-7B0>X-.
§ ïA(CD-ROMX-SrX:¦ ei¼²C
O,.
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§ Cartoon(CD-ROMÇrtujM65-]@÷:ß0.
§ UÇS£*4:&á6Ò74o ¶X6XmtSr:ð@o,-.
§ UÇS£*:&á6]^C:56¢Sq:Ú,.
§  ]¤ñ>:ò:,-Z:.
§ SUÌrDÝ #$ àk:,-Íç:.
§ 5Z:56 ]¤ñ$ªñ>¿ó:L-.
§ c:Úo 4¾3:Úo (ô«"#Y¢Sq,-¡:Ú
o,-.
­7`a§]÷
>õ0¢Sq½# $# ö," 7`a>-r
v pw
§]Ob
þ6OM-7J
Ð(,6}oõ5(,÷t>-.sæNö,ø
>?È:C
O ?¥d7/C?:>ëÛ#æ-#Y
Î>-.
§`,-CD-ROMÇrPO#Y¢Sq:Ú ÃM
-.
§UÇS£*n>û#Yñ:sù :_>Q,-.
§#Y¢Sq:>sù,-.
 ­ß7Z$:§]÷
ß7Z$k] UÇS£*nÊD(`6   Z$ úû
":D ßÁ7çü:)S,-A7B@6#YÎþ6-A7
>-.
§  ]¤ñÍ@6à3r56_.
§ ]^C:56¢Sq:Ú,.
§ SUÌrÂ¨Â$(Dý:,-Íç:.
§ þF¡7tFE¤ ¦NÌU'* NÌU'*"
,-Rì#Y{:¸rSW,-.
§  ûã ãþ¡:Z:ÁZ:t,-.
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=­!Ñ:Ká÷
­!{#Y
/©± 5. Where is Namdaemun? ¨
²Eo 4 6 , 4 7  x  4/4 
5NJE³ §Nß :&á61	:N,-.
5N´µ
§
U	:_> 
U
|F:²LOM-B0N
:×0.
°
¶·¸
}¹º¸
»¼½¾·
§
U	Cç
X-PC
§
U
F:²L-0LN55
§
U
F:²LOM-B0NZ:A0.
¿ÀÁ¨

ÂÃ Á¨± Ä ÅÆÇ
 `! 
U	 EU §\TU¸ \UU

¿À
Á¨ S!
Where does the 
teacher l ive? 
P aula  K ur zban d  
F ed er  
Puffin Books 

	

http: //map.hanmir.com 
http: //www.kizclub.com/storyt ime/neighborhood 
È
xy 	þ! _#Yáç ¢\TUKN
½¨µ
ÉÊ#Ë
§
U	:_> 
U	>
U
F:²LOM-B
0:N _#YáçN:.
-
U
F:²LOM-B0N
_-P.
-ü¡:ªnQ¥d>-P.
-N:Z[>L-P.
­§#YN
vg­  2003 6 3¤ ®¯ #Ñ ÌÍ 5 2U
/© 5. Where Is Namdennmun?  ¡ 4/4
5NJE
³
§Nß :&áÂ¨	:N,-.
5N
Î\
Îq ¦¸rS
 yWKd
5N §Â¨	:N>-.
Á¨Ï)ZLÐ
VGW
YZ
 
U	 EU §\TU¸ \UU
Á
¨ S!
Where does the 
teacher l ive? 
Ñ

P aula  K ur zban d  
F ed er
Å
Æ
Ç
Puffin Books 
4BÒEÓÔÕ
http: //map.hanmir.com 
http: //www.kizclub.com/storyt ime/neighborhood 
¿À
5N
xy
Ö
È
	þ! _#Yáç ¢\TUKN

Steps Contents Teaching-Learning Activities Time 
Materials 
×Remark 
Warm 
up
§  Hello. How are you, today? 
  I ’m great ,  thanks.  And you? 
  Pret ty good, thanks. What day is  it  
today? 
§Let’s sing together 
‘The Month Song’. 
– ¤:=¤¤æ60
Speaking what the t it le of lesson 5 is.  
Where is Namdaemun?
5’
â5mÙë:
-.
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Review 
§_{Õ7
 -After  reading a book ‘
U	 ’,
  check out how to find F  in the town and 
  write down on your sheet.  
§Let’s sing together ‘The Month Song’ 
 -
U
F:²L-Äãü
¡:²L.
§_ {#Yn£
-Talk about the directions to f ind F  in 
pairs. 
-A pair of you present what you did. 
-S7ÎF:²L-:56
N,-ß :rY sSJ

¥ª:n£,-.
7’
Story Book 
 {   g :
n£,-.
_   # Y á
ç : ÈÉ l H 

C j M- B 0 
,-.
Develop 
-ment 
Presen- 
tat ion 
Pr ac t ic e  
§#YðFn£
-Look at the map of A\TU  and ëU2
 .   Guess what today’s  learning point is.  
-Â¨	þ!:w¼¯ #Yð
F:ÏÕ,-.
Â¨	:N,-A7
>-.
§#YÍÌ
-Let’s f ind out  today’s activi ties. 
<Kd 1> þ!:8Áj_-
<Kd 2> 45e:²L-
<Kd 3> Â¨:N,-
§<Kd 1> þ!:8Áj_-
 -Listen to the directions and f ind out the 
place.
 -N:56e:Úþ!:8Á
j_-
 -Chose an information paper about  direct ion 
And tell  that all  c lassmates. 
-
N
PM65-Z:_Ð 
/JNjM65-e:Ú
,
5
6
Internet 
Map
Â ¨ 	  þ !
: K á # Y 
Æ:'Ä-.
Map
Flash  car d  
Develop 
-ment 
Pr ac t ic e  
§<Kd 2>
 -Read a paper and find the place where you 
must go for helping your mother. 
-45e:N65-Z:²6
e:²L 45e:ÌD
o,-.
§<Kd 3> Â¨:N,-
-Put the place board on your desk and talk 
about where the place is in pairs 
-e:¥,:nÑÎq
:	²þ6 Î:56N,
-:,-.
7’
7’
Story-Book 
 {   g :
n£,-.
_   # Y á
ç : ÈÉ l H 

C j M- B 0 
,-.
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§#Y7Ä
 -In this town, I’m a stranger. 
  Please tel l  me how to get        .
  Where is the        ?
5’  
Develop 
-ment Closing
§{tu
-Find a book ‘¢\TUKN
þ! ’ in the l ibrary and chose a place you 
want to go. 
Tell how to get there and then write down i t  
on the sheet.  
-¢\TUKNþ!>
@6Ð5e:Ú /AÄ
N:#Y{á çF¶,-.
§»Ï«
-Next time, you will study lesson 6. 
 Please read the tit le and think about the 
meaning. 
-Let’s s ing ‘Good-bye’ song. 
7’
þ!
#Y{áç
123456
789:;2<=
>8?"@<A
 æ­SrKd:D÷
5NJE³ >X-P56#æ-  ¡ 4/4
5N §Sr:D6>X-P56#æ-A7
>-
ijkAØE
ÙÚB 
§Who is she?   She is Mina. 
ÛÜ §Who is       ? She/He is        .
. boy,  b ro the r,  fa t he r,  g i r l ,  he ,  she ,  mo t he r,  p r e t t y,  pu p py,  r i gh t ,  s i s t e r  
÷hr yW$÷hr
UV ¤¦¸rSKd5NÝÞ
jåUV Îqw¸rSwÎqw¸rSð¾yWwÎq
Steps 
Pro ce-  
d ures  
Teaching-Learning Activities Time 
Materials
 Teach ing  Aids  
Intro- 
duction 
War m 
U p 
§Greetings 
-X5jð¾¤K>-.jM-¥d
Good morning, boys and girls.  
Good morning, Ms Oh. 
How are you? 
 I’m       ,  thank you.  And you? 
 I’m good.  How’s the weather today? 
 It ’s          .
7’
ÂR>âCmÙ
ë& #Y

ýÄOM-B0
 m Ù ë : 
-.

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Steps 
Pro ce-  
d ures  
Teaching-Learning Activities Time 
Materials
 Teach ing 
Aids  
Review 
§Listening   Action 
 -5L-
 Let’s do as I say. 
    Put your lef t hand up/down. 
    Put your r ight hand up/down. 
§Review 
 -Sing together ‘Who is she?’ 
 -Guessing game. 
&5-
>X-P56
#æ-
 Let’s sing together ‘Who is she?’ 
 (Sing along together.) 
Take a guess who i t  is.  
    Who is she/he? 
 She/He is          .
Develop 
-ment 
C o nf i r-  
m at i o n  
of
Objec t i ve
Review 
§#YðF:n£,-
 -Listen to the story and guess today’s lesson. 
 -Story telling:56 =¤÷t:ß@
6Ð-
I’ ll  tel l  you a s tory and guess today’s le sson .  
Shimchung became a queen and gave a big 
party for  blind people.  And then Mr.  Shim 
appeared.  King asked Shimchung ‘Who is he?’ 
Shimchung answered ‘He is my father.’ And 
Mr. Shim asked Servant ‘Who is Shimchung?’ 
Shimchung and Mr. Shim hugged and Mr. Shim 
Recovered his  s ight.   
Sr:D6>X-P:56
#æ-
§#Y
 -  Let’s f ind out today’s act ivit ies. 
  <Kd 1> Let’s l isten 
<Kd 2> Let’s Practice( )
<Kd 3> Let’s Role-play  
<Kd 4> Let’s Practice( )
§<Kd 1> Let’s l isten 
 - Let’s Watch the screen 
²6C
OXO,:Q,-.
     ÏWho is he? 
 UsTUÏHe is my father. Father! 
 U1UñÏWho is she? 
!£    Ï She is Shimchung. 
 U1UñÏ Shimchung! 
 UsTUÏ Father!  
 U1UñÏOh, Shimchung. 
 UsTUÏKing, this is my father. 
     ÏNice to meet you. 
 U1UñÏNice to meet you, too. 
7’
Story tell ing 
4
¼
"Do
#æ
C
6x,-
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Steps 
Pro ce-  
d ures  
Teaching-Learning Activities Time 
Materials
 Teach ing 
Aids  
Develop 
-ment 
Pr ac t ic e  
Pr o du ct i o n  
Level  
sp ec i f ic  
l ear n in g  
§<Kd 2> Let’s Practice( )
 - Let’s check the s tory.  
:Å-
- Listen and repeat.  
:56L-
  Now, l is ten and repeat l ine by l ine. 
  Listen and repeat line by line. 
- rY
  Who is she/he?  
She/He is        .
This  is my father. 
Nice to meet  you. 
- sUð¾
§<Kd 3> Let’s Role-play 
- Let’s  practice with a group. 
- ¸rSWº]@Sr
:-
- rY,-
- Let’s  Role-play. 
- Sr¥: ÈÉlH,
-
  Who is she/he? She/He is          .
    Who is that/this? That/This 
is           .
§<Kd 4> Let’s Practice( )
 -  Le t ’s  do supplementary   advanced 
act ivit ies 
- #$§Æ%#Y
#$#Y  Æ%#Y
Who is she/he?       Jul ie :  Who is he? 
She/He is         .   Minsu : He is  my dad.
Who is that/ this?    Jul ie :  Who is she? 
This/That is       .  Minsu : She is my 
sister.  
25’
CD-ROM  
Title:²C
O
ªnX
M-B0
,-.
ºWSr
4
Sr

Ý^@OlH
:D6B>
¸rS
xä#:å
c6Tyj_
-.
Consoli-
dation 
Wr ap u p  
Evalu a t i on  
§ #Y:7Ä-
$ Let’s classify today’s lesson. 
$ >X-P56#æ-
   Look at the picture. 
     Who is she/he? 
       Who is this/ that? 
§#YlH
 -  Listen to the dialogue and fi ll  the number. 
 -  ]@:Ú,.
 (1) A : Who is that boy? 
    B : He is Youngsu.  
 (2) A : Wow! Pret ty. Who is she? 
    B: She is Mr. Green. 
8’
#Y7Ä:
C
OJ:
¦}lHðF
~Ã:n£,
-.
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Steps 
Pro ce-  
d ures  
Teaching-Learning Activities Time 
Materials
 Teach ing  Aids  
Consoli
-dation 
Evalu a t i on  
Guid ing  
Next  
les so n  
(3) A: Who is  that gir l? 
    B: That is Nari.  
 (4) A: Who is  she? 
    B: She is my mother. 
 -  Write your records on the sheet.  
- Â|lHð¾ÈÉlH
§»Ï«
 -  Next  class notice. 
 ^±Ï 6. Is this your cap? 
ð¥ : ç:¥,¥d:56#æ-
 -  See you next.  Good-bye. 
8’
Q-MRST>:LÐ
ßà
Q-M RST>:LÐ
á
!"#$>÷12Jy#Y[\z:åc #$§Æ%&UVW
÷:12,-.#$§Æ%&UVW acxxEØ÷:6#Y
ðFÁ>65C5J
PCoM )*#Y:,-hi>X-7%&
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­^± (Lesson) Ï I’m tal ler than you. 
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$qCz
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 ­^±ðF (Objectives) 
¬Ê­F¡QU¸ (Listening) 
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¬­ @A:â<,-ß :56Q>-.
¬­ rfn£ð¾u,-ß :56Q>-.
¬ ­ ]^Cu(-.:56d>-.
¬Ë­¡¹SGU¸ (Speaking) 
¬­ @A:â<,A7
>-.
¬­ ]^C:C
Of¾(SJ
>-.
¬ ­ º]^_6]^C
>-.
¬=­FSuU¸ (Reading) 
¬­ ]^C^7Z;:56_Ä-.
¬­ =>7?,-Z;:_>:Q>-.
¬æ­I¢uU¸ (Writing) 
¬­ ]^C^k:QL-.
¬­ Z;F3 Z[":pwLá>-.
¢­^±Ob (Periods   Activi ties) 
 OPHQRS T
UW[
#Yð¾Kd
1
@Û{ÜA
â<
Look and Listen 
Listen and Act 
Let’s s ing 
§5^ð¾¥dQ
§:56d,-
§ ‘I’m taller  than you 
2
@Û{ÜA
â<
Listen and Speak 
Play and Learn 
Read and Write 
§]^C:56,
§Which is longer? SJ
§Memory Matching Game 
3
@Û{ÜA
â<
Listen and Read 
Read and Act 
Let’s do a role-play 
§=>7?,-Z;:56_
§Z;:_>d,-
§Z;:_>Z>Sr:
,-
Æ%
Play 
and Learn 
§Which is longer? SJ
EØ
Listen and 
Check 
§¶X:56ª5#æ:Ú¥
u,-.
#$
Let’s do 
a Ro le  p l ay
§Z;:_>Z>Sr:
,-
4
@Û{ÜA
â<
Speak and Check 
§Ò7Ñrç:â<4É5ëÛ
#æ-
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ðF
Objectives 
§The students should be able to use the expression, ‘I ’m taller than you’.  
‘I ’m stronger than you’ and ‘Which is longer?’ by doing the tasks. 
x ØV­B
Materials 
VCR, Videotape, Story book, Seven Sun masks, Seven 
Wind masks, Seven overcoats, Worksheets (40) 40’ 4/4 
w#YKd
(Teaching and Learning Activities) 
)*
Steps 
Teacher Student 
x
Time 
# $ 1 ; <
 Materials 
& Notice 
CGreeting
§ Hello, boys and girls.  
§ Let’s do some actions. 
§ Stand up. 
§ Bend your knees. 
§ Wiggle your body. 
§ Touch your lef t knees with 
your r ight hand, please.  
§ Stand on your lef t leg. 
§ Hello, Ms. Lee. 
§ They stand up. 
§ They bend their knees. 
§ They wiggle their bodies. 
§ They touch their left 
knees with their r ight 
hands. 
§ They stand on their lef t 
legs. 
2’
VCR 
Video tape 
CReview
§ Do you remember the story 
‘The Sun and the Wind’? 
§ Let’s think about our last 
lesson as you read the s tory 
af ter me. 
§ Just l isten and read the story  
si lent ly af ter me. 
§ Take a role and read the story  
af ter  me line by line while  
doing the act ions. 
§ Change your roles,  read after  
me and act out.  
§Yes, we do. 
§OK. 
§ They lis ten and read the 
story after the teacher. 
§They read the story 
si lent ly af ter the teacher.  
§They take roles,  read the 
story after the teacher in 
turns while doing the 
act ions. 
Í
Intro- 
duction 
CPresenting objectives of the lesson
§Today,  we’ll  learn how to use the expressions, ‘I’m tal ler than 
you’, ‘I’m stronger than you’, and ‘Which is longer?’  
3’
Story book 
D 4  x ð
ÎJ

Sr
:¥
>-B0
 56
L-
rY:oY
,-.
P
Develop- 
ment 
CPresentation & Practice & Production
§Let me explain how to play the game. 
§Please l isten carefully  and choose one task. 
EYou can play a ‘Which is longer?’ 
  S1: Which is longer, this ruler or that pencil? 
  S2: That pencil is longer than that ruler.    
Which is longer, this  ruler or my pen? 
  S3: Your pen is longer than the ruler.  
Which is longer your st ick or  his pencil? 
S4, S5, S6 Continue play ing the game. 
E  You can ‘Listen and Check’ 
First ,  l is ten to the tape and wri te the correct answers on the 
worksheets.  The contents of  the recording are; 
ex)  A: This pen is not as long as that pencil.  
B: This  pen is shorter than that pencil.  
Q: Which is longer, this pen,  or that pencil? 
5’
Tape, 
Tape-
recorder
40 work-
sheets 
D!ÄÂ
¨)r
]@K
d:6 
Kd
Ý^
@O¸r
SW
=>7
?S
r:
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ò this pen   ó that pencil 
A: How tal l are you, Alice? 
B: I’m 154 cm tall .   How about you, Kildong? 
A: I’m 157 cm tal l.  
Q: Who is tal ler,  Kildong or Alice? 
ò  Alice   óKildong 
EYou can do a role play. 
First :  Form groups.  Six students in each group.  
Second: Change the story into a dialogue.  
ex) Narrator: The sun met the wind. 
Sun   :  Hi, wind.  How are you doing? 
Wind  :  Fine!  Thank you. 
Sun   :  You look very strong. 
Wind  :  Yes, thank you.  
Sun   :  I ’m stronger than you. 
Wind  :  No, I’m stronger than you. 
Sun   :  Can you make the chi ldren take off their  coats? 
Wind  :  Yes, I can. 
Narrator: The wind begins to blow hard. 
The children didn’t take off their coats. 
The sun begins to shine.  
The chi ldren took off  their coats . 
Sun    :  Who is real ly s tronger? 
Wind   :  Mrs. Sun, you’re really stronger than me. 
Third: Choose your own roles and do the role plays in your group. 
T: Let’s move to the task places and practice. 
T: Are you all done?    S: yes. 
T: Now, pract ice doing the role plays of ‘The Sun and the Wind’ in  
your group. 
T: Now, it ’s  t ime to act them out.  Which group wants to go firs t? 
S: We will ! 
T: Okay.  Come to the front .   Ready!  Action! 
T: Great job.          S:  Our turn, Ms. Lee. 
T: Excellent!  See you next t ime. 
30’
7 Sun  
masks, 
7 Wind  
masks 
overcoats 
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­^± (Lesson) :  Is Peter there? 
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­ ^ ±ðF (Objectives)  
¬Ê­ F¡QU¸ (Listening) 
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¬Ë­ ¡¹SGU¸ (Speaking) 
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Read and Write 
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Look and Listen 
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Read and Write 
Play and Learn 
§tN,-ß :56Q,-
§tN¥d:56L6ß0
§   ‘ou’
X-^:_>
§ ïUHSJ:6tN¥dM-
Æ%
Playand 
Learn 
§ïUHSJ:tN¥dM-
EØ
Play 
and Learn 
§fù4f¾:4>¥dM
-
#$
Let’s do 
a Ro le  p l ay
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ðF
Objectives 
§Students should be able to use the expressions ‘Hold on, please.’ ,  ‘  Is 
someone there?’,  ‘How about Ð ing?’ while doing tasks. 
x ØV­B
Materials 
A calendar, some paper cup telephones (10), Picture 
flash cards (9À4set), Role cards (4À3set) 40’ 4/4 
w#YKd
(Teaching and Learning Activities) 
)*
Steps 
Teacher Student 
x
Time 
#$1;<
Materials & 
Notice
CGreeting
§ Hi, everyone! 
§ How are you feel ing today? 
§ What day is  it  today? 
§ What’s the date of today? 
§ Look at the sky. 
§ What’s the weather l ike 
today? 
§ Hi, Ms. Lee!  
§ We are good. 
§  It ’s Thursday. 
§ May fif th. 
§ It ’s  a beautiful day. 
2’ A calendar 
CReview
§ Let’s chant.  Firs t l isten to 
me keeping rhythm with your 
feet.  
§ This is Jimin. (2 beats)  
Is Minsu there? (2) 
Hold on, please.  (2) 
How about playing soccer? (2)
§ Let’s chant al l  together.  
§ Now, practice chanting with 
your group. 
§  Is there any group who wants  
to chant? 
§ OK.  Here we go. 
§ Wow! Great! 
§OK. 
§They lis ten carefully.  
§This is Jimin. (2 beats) 
Is Minsu there? (2) 
Hold on, please.  (2) 
How about playing soccer? 
§They practice chanting 
with their group. 
§We wil l.  
§ First group chant. 
§Thank you. 
Í
Intro- 
duction 
CPresenting objectives of the lesson
§ It ’s  t ime to star t today’s lesson. 
§We’re going to do different act ivi ties for  this lesson. 
3’
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Develop- 
ment 
CPresentation & Practice & Production
§Let me explain how to do the task. 
§There are three task places that you should do.  
§Please l isten carefully  and choose one task as your level.  
EYou can play a ‘Bingo’ game at the  
1
s t
,  Make a bingo board with picture cards. 
2
nd
,  Ask and answer one af ter another. 
For example, 
  S1: How about playing soccer? 
  S2: OK.  How about writ ing to Mom? 
  S1: Sounds great!  How about r iding a bike? … 
3
r d
,  Put the picture cards that suggested down on the desks. 
4
t h
,  Say ‘Bingo’ who has a bingo. 
25’
Picture cards.
Paper cup 
telephones. 
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EYou can ‘Paper Cup Telephone’ play at the  
1
s t
,  Make a group of three and face one another. 
2
nd
,  Pick up the paper cup telephone. 
3
r d
,  Speak on the telephone using the expressions that you have 
learned at this lesson. 
For example, 
  S1: Hello.  Who’s cal ling? 
  S2: Hello.  This  is S2. Is S3 there? 
  S1: Yes,  hold on, please.  A cal l for you,  S3. 
  S3: Hi, S2.  What’s up? 
  S2: Not much.  What are you going to do this af ternoon? 
  S3: I don’t have any idea. 
  S2: How about playing soccer? 
  S3: Sounds great!  Let’s meet at the park by three. 
  S2: OK.  See you then. 
  S3: Bye.  
25’
w#YKd
(Teaching and Learning Activities) 
)*
Steps 
Teacher Student 
# $ 1 ; <
 Materials 
& Notice 
P
Develop- 
ment 
EYou can role-play at  the 
1
s t
,  Make a group of three and face one another. 
2
nd
,  Pick up one role card. 
Each card shows particular information about your role. 
For example,  
Role card 1 
XCPU¡4Ij>,.4
PP@6O4
6JK: >X-PL¹-.|PU¡4-B0
ß54:ú^-.
Role card 2 
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OJK:MÏa:.PU¡

°Ob
CLMNNO:B07tN,-.PU¡
Ó4
07507/0B07ß@6 JK:4:w-.
Role card 3 
XCUëÒPU¡>,.4IjPO4:ú^o
Ò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C57#æ
-.Uë
NO:B07tNO5åæ>X-7ß5 =
#$>0PQ:,-.UëJK:64:w-.
Role cards 
Paper cup 
telephones 
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P
Develop- 
ment 
3rd ,  Think about the characters and make a dialogue. 
4 th ,  Start role-playing. 
§ Move to the task place as your level. 
§ After you finish one task, go to another task place. 
§ Please do each activity in an orderly manner. 
w#YKd
(Teaching and Learning Activities) 
)*
Steps 
Teacher Student 
x
Time 
#$;<
Materials
& Notice 
P
Develop 
-ment 
C Speak & Check
§ Are you all done these tasks? 
§ Let’s sing ‘Walking walking’ 
and go back to your seat.  
§Let’s chant al l  together. 
§This is Jimin. (2 beat)  
Is Minsu there? (2) 
Hold on, please.  (2) 
How about playing succer? (2) 
§ Now, Is there anyone or any 
group who wants to demonstrate 
making a phone call? 
§ OK.  S1, S2, S3, come up to 
the front and speak into the 
paper cup telephone. 
§Great job. 
§Give them big hands.  
§Group 3, It ’s  your turn. 
§ Yes, I am / We are. 
§ They sing a song and go 
back to their seat .  
S   Walking walking (x2) 
Hop.  Hop.  Hop. 
Running Running Running 
Running Running Running 
Now let’s  s top.  (x2) S


§This is Jimin. (2 beat)  
Is Minsu there? (2) 
Hold on, please.  (2) 
How about  playing succer?
(2)
§  I will .  
§ We wil l.  
§ S1, S2, S3 pretend to cal l 
and say what they’ve 
learned at this lesson. 
§They continue to 
demonstrate in front of class. 
4’
Paper cup 
telephones
D >  -
 L v 
  J 

 ¥ > 
- B 0 
    
A  ^ ±
 ß  -
Â Y  Ã
: s ] *
¿,-.
7Ä
Closing 
§ Next time we’ll study another 
lesson. 
§Have a nice day. 
§Wow! 
§You too, Ms. Lee. 
1’  
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Is this          ?
It ’s           .
åð.
«##1
steet,  s ir,  ma’am, corner, post  off ice, near,  restaurant,  
behind, between, bookstore, building, ask, at the corner, 
Is this Yor k  S t ree t? I t ’s  behind the post off ice,
I t ’s  between the bank and the school.
.
	¸

N.
straight(5-5),  turn(5-5),  lef t(5-5) ,  r ight(4-5) museum(5-13),
 bank(5-5), park(5-13) 
f
Character 
RïU4Új74Ij Dz{  Ann(5-1) Nami
(5-1) Jinho(5-1)  
Key
Expression 
Is this York Street? 
No, i t ’s behind the post office.  I t ’near the bus s top. 
Where is York Street? 
Go straight and turn lef t at the corner. 
´µ  4P 4¾3
EØ§Æ%Ï street ,  s i r,  ma ’a
m, corner,  post ,  off ice,  near, 
restaurant, behind, between, 
bookstore, building, 
#$4Ï bus stop, bank, pa
rk, hospital, toy shop, museu
m
street,  s ir,  ma’am, corner,  post
 office, near,  
restaurant, behind, between,   
bookstore, building 
Picture 
Cards 
-pYÃ  straight(5-5-1-5), turn(5-5-1-6), lef t(5-5-1-2), 
museum(5-13-1-1), bank(5-5-1-1), park(5-13-1-5) 
6-2-1-1 
Ð
6-2-1-11 
Word 
&
Sentence 
2
EØ§Æ%Ï s t ree t ,  s i r,  ma’am,
 corner, post off ice, near,      
restaurant ,  behind,  between,     
bookstore,  bui ld ing,  ask,  at  the 
corner, It ’s behind the ___. 
#$4ÏYork§Bay§Green§
Main§Apple§King Street 
s treet,  s ir,  ma’am, corner,  post
off ice, near, restaurant,        
behind,  between,  books tore,    
bu i ld ing ,  a sk ,  a t  t he  corner,   
 I t ’s  behind the  ___.  I s  th i s   
York  St ree t?  I t ’s  be tw een the  
___ and the ___. 
6-2-2-1 
Ð
6-2-2-16 
òWorld boxes 
go, and,  street,  s ir,  ma’am, corner,  post off ice, near, restaurant,
 behind, between,  bookstore,  bui lding, ask, corner, help, bus   
s top, s traight ,  turn lef t ,  turn r ight ,  museum, bank,  hospital ,     
church, park 
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(1)
òDad: Excuse me, sir.   Is this York Street? 
  Man: Sorry, I don’t know. 
óDad: Where is York Street? 
  Woman: Go straight and turn lef t at the corner. 
ó
Listen 
&
repeat
(2)
òAnn: Excuse me, sir.   Is this Nelson Building? 
zË :No. It ’s  behind this building. 
ózÏExcuse me.  Where is Kim’s bookstore? 
  Nami: Kim’s Bookstore?   
It ’s between the bank and the school. 
ö Song “Is this York Street?” 
P
Characters 
3
§RïU4Új 4Ij Dz{
§ÒDA
6-2-3-1 
Ð
6-2-3-4 
Activi ty 
&
Game 4 
#$ÏÛÜ:}o>LÝ  6-2-4-1 
Role-play 
5
Æ%ÏÒDA
#$ÏÊÞÚ  ËsUeM6 
=jßàAÙ
6-2-5-1 
Ð
6-2-5-4 
=­UÇS£*sùñ:Kás=
(	¨UÇS£*ñKá )
¥X-ñ:sù ÷	¨pá>-B0tujMNs>
X-.
   656  25  /© 10  I’m Stronger than You 
Unit 10. I’m stronger than you Teacher  
Date 2003.7.8 Period the 4
t h
 Pages pp. 53-60 
Theme 
To understand and speak the expressions that  compare charac ter i s t ics  of  
 objects 
Objective 
Students  wil l  be able to understand and speak the expressions that compare 
characteris tics of objects. 
Teaching  
materials 
story tel ling pictures, CD-ROM, computer,  board, box, word cards, handouts,
 dice. etc..  
Step Procedure Teaching activit ies Time Aids & remarks 
Introduc- 
tion 
Greetings Hello, everyone?  How are you 
today? 
What date is it  today? 
What day is  it  today? 
Look at the sky. 
How’s the weather today? 
Let me call the roll.  
Is anybody absent? 
OK, let’s  get s tar ted with the 
song we’ve learned.  
‘SKIDAMARINK’ 
2’ Make a happy mood 
a big dice (or a ball) 
Audiotape  
handouts 
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Warming 
up
Vocabulary time 
Why don’t you guess what i t  is? 
Let’s play a guessing game. 
Tongue twister 
It ’s time for Tongue twisters with 
today’s  alphabet. 
8’ Big board, big box 
handouts  for the 
tongue twisters 
Introduc- 
tion 
Let’s  
look
Introduction of the lesson. 
Today, we are going to s tudy 
‘comparing expression’ for 
example… 
 We learned about these sentences 
before.  Now, you can pract ice 
them with s torytell ing and role-
playing. 
$ I’m stronger than you. 
$ I’m bigger than you. 
3’ computer, 
CD. 
word cards. 
Let’s  
l isten  
and
speak 
Story tell ing 
Everyone, look at here,please. 
I have a interest ing story to tell  
you. 
Listen carefully. 
(Tell the s tory pictures)  
Did you listen well? 
OK, on this story, what did you 
learn? 
S  bigger, smaller,  stronger… 
Very good.   
Why don’t you say the sentence 
again. 
5’ story telling 
pictures 
(OHP)
sentence cards 
Practice Now, look at the board 
There are PSY, GOD, HOT 
Please guess!  What are thtey? 
S  They are s ingers. 
No, they are animals. 
P stands for Penguin, S for  
Snake… 
example)  Snake is  longer than 
frog… 
10’
Picture cards 
Words cards 
Develop-
ment 
Role play OK, now, i t ’s t ime for  role play. 
First ,  Let’s see the script .  
(Tell students ‘a  wood cutter  and 
axes’ again) 
12’
handout 
(script)
Review Let’s  f ind sentences and vocabularies 
with your partner. 
You did good job. 
Why don’t you give them big hands.
5’ Worksheet 
(word search  
factory) 
http:/ /tucows.psi.kr.net
Consoli-  
dation 
Say good 
bye 
Say good bye with a song 
Have a nice break.  Bye. 
3’ cassette player 
 ht tp:/ /tucows.psi.kr.net /kids 
¹4Õ
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 LM5Nxy
 (5CìP#Y4 )
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Picture Card 
Word Card 
ò4¾3:¿F*¿,-7 ª,-7^
bi
6-.
ó¼FU ¹¿sSES27^ES2:
k>-.
öOPHQRS TU4x1×SJ(·(K
d>lC476Ká> _Ð>x
Ká>-.
Character 
òGI¿ÇSø2:¿F*¿,-7
-  (G
I¿ÇSKáW[ )
óOS¢uU¸oäçoL6½åGI¿Ç
S76Lá,-.
öF¡QU¸§¡¹SGU¸ð¾Srx
]^zeç:¥d> féåOPHQRS
 TUKd7SrSJ
>-.
Activity 
& Games 
òZ
-C47SJüG,-

²M-.
óx®5#$476Ká>-.
Role-play 
òÆ%4Z:¿F*¿,-7 
:²-A7
> Qt:¿F*¿,-7 Qt

²M-.
óbi£X-æ:²-A7
>çC
,A7
>-.
öÎq}o7Z;}o
Xo 
LoMrY>-.
Internet Site 
ò`ñ,
Æ
o -C4:Ká>
-.
óEØ§#$#Y&¿À#Y76Ká> DÝ
#Y76No¼4èj>Ká>
-.
Word 
boxes 
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B@
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^
>
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(1)

Listen  
&
re pat  
(2)
Key Express ion
Í@65- (Li s ten  & repea t )Z;:¥
ÍM6 ¿F*¿,-7]^od FSuU
¸7I¢uU¸KdÎþ.
 Song/Chant sU7bi>X7C]^M-A7
>
-.
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 ICT)ZLZÕq
 (	
 )
 h t t p : / / s a n . k e r i c . o r. k r / ~ w b i / 2 0 0 2 ic t / e 5 e n g l
i sh / i nde x .h t ml  

  C D!" #$%&
'( ()**+,-./01+0
23456 )
«; «;
¬¢£)ZOP
Look & Listen >tujM656 (F¡QU¸ )7 (é )W[
Listen & repeat ª,-:¿F*¿,-7
no
Îq
LoMjM 1Z¼¿F*¿>C5


Let’s Play fùÑ>¼7J
SJ:,-eidb:
tu,-7x
PP-

Look & Speak CDB0Cdb(bi
¦j5
Let’s Read :¯êtu
^ESr:]^_-7^
_MnoW[
X
-
Let’s s ing â
tujM656 Play7éW[
X-
Let’s Write 7^
tujM656 :¿F*¿,-
7r'()*rY]^_6^
Ì¾6
-
:'Ä]^^
>-
Role-play ]@
66 7
]@65->
Q
]^
Ø
C 5FSuU¸76?
 Review CD'7ì>
6-
 556?@ABCÉÊxy
http: / /primary.edupia.com/schoolbool/english/
english.asp?p_nYear=5&p_subcode=EN&p_nT
erm=2 
N4
§#YðFÏ^±®@ðF
§Talking boxÏ*2*:¿F*¿,
-7r

L-.
:¿F*¿,-7!ð
MîZ7ûÏZ;:_
Îþ
木村裕三/JLAS（vol.35,2007）101－174
―166―
67
 "#)Z=$5Nû%ð¸ð&
'vgxy (qW)*+
ftp: / /211 .252.130.3/pub/2003ict%C8%B
0%BF5EB%/15/mainmenu.html 
N4w	CDKá
§Warm upÏØSS\
ÄOM-B
0
ÄOM ^7Xm
Î
6-.
§Look & Listen( ) Listen & repeat 
Look & Speak Listen & repeat( ) 
Song & Chant, Check up 
M,:5Nvg
xy
KávíCKd
^±
WtujM65-.
ò:561Y:Ú,
óXÐ
ö:²6ª5^:
ü>b:²6ß :Á
FÍ,-.


èé:/ (D-pùE +./
4
Õ
http:www.enischool.com/word 
4ÏPhonics(AÐZ), Food, 
House Nature ,  People ,   
School, Street, Zoo 
0xy
)Z
Ê·©ð:¿F*¿wª,-^
7 
Ë^¿À§odwbinë+¿
F*¿ 
=
12³q@}3*w!" 
æq ¡dw¿F*¿g>X
m 
ìbi:²_C
O Xm
C5º
'>:²_ “What’s  this?”7
 “It’s an apple.”7#æ-. 



The Internet Picture Dictionary 
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  What is she doing? 
  What is she wearing? 
§:²6ëÛ#æCj5.
  How many cows are there? 
  How many apples on the table? 
§:Cj5.
  It’s very big. 
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  He likes to play         .
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